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一
般
会
計
予
算
は
７
億
２

２
５
３
万
円
余
を
増
額
補
正

し
、
総
額　

億
５
４
２
３
万

６９８

円
余
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
補
正
内
容
と
し
て
は
、

市
民
生
活
に
密
着
し
た
生
活

関
連
道
路
等
整
備
事
業
に
係

る
経
費
と
し
て
「
道
路
河
川

等
整
備
事
業
」
２
億
円
、
育

児
ス
ト
レ
ス
の
解
消
と
健
康

増
進
を
図
り
な
が
ら
、
母
親

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構

築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

託
児
付
き
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
講

座
を
開
催
す
る
子
育
て
マ
マ

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
に
係
る

経
費
と
し
て
「
子
育
て
支
援

事
業
」
９
万
１
千
円
、
中
山

間
地
域
等
に
お
い
て
、
作
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
の
取
組

に
よ
り
収
益
力
向
上
を
目
指

す
担
い
手
を
支
援
す
る
経
費

と
し
て
「
中
山
間
地
域
等
担

い
手
収
益
力
向
上
支
援
事

業
」　

万
円
、
総
務
省
に
登

１１０

録
さ
れ
て
い
る
外
部
専
門
家

の
知
見
や
経
験
を
生
か
し
た

助
言
や
指
導
を
得
な
が
ら
、

行
政
、
地
域
住
民
が
連
携
し
、

課
題
解
決
を
図
り
、
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
姿
を
描
く

地
域
人
材
ネ
ッ
ト
活
用
に
係

る
経
費
と
し
て
「
地
方
創
生

推
進
事
業
」　

万
８
千
円
、

１６１

介
護
従
事
者
負
担
軽
減
に
資

す
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導

入
経
費
に
対
す
る
補
助
や
消

防
法
令
改
正
に
よ
り
義
務
化

さ
れ
た
介
護
施
設
等
の
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
等
設
置
に

対
す
る
補
助
と
し
て
「
地
域

介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
補

助
金
」
１
４
６
９
万
７
千
円
、

ご
み
指
定
袋
の
製
造
に
係
る

委
託
料
の
追
加
経
費
と
し
て

「
ご
み
指
定
袋
製
造
配
送
委

託
料
」
１
０
６
３
万
８
千
円
、

た
め
池
の
耐
震
性
調
査
業
務

委
託
に
係
る
経
費
と
し
て

「
震
災
対
策
農
業
水
利
施
設

整
備
事
業
」　

万
円
、
県
補

１００

コワーキングスペース　事務所スペース、会議室、打ち合わせスペースなどを共有しながら独立した仕事を行う共働ワークスタイルの環境。

予  算

一
般
会
計
補
正
予
算
は
７
億
２
２
５
３
万
円
余
の
増
額

ふ
る
さ
と
納
税
関
連
や
８
月　

日
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
復
旧
に
係
る
経

１８

費
な
ど
を
計
上

9月定例会
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　９月定例会は、９月５日か
ら１０月４日まで３０日間の会期
で開かれました。
　市長提出議案は平成２７年度
一般会計、特別会計及び企業
会計の決算認定や平成２８年度
一般会計補正予算、条例の一
部改正など１９件で、採決の結
果、すべて可決、認定または
適任とされました。
　なお、総務文教委員会では、
一般会計の決算認定に対して
収納管理体制の強化などにつ
いての附帯意見が付されまし
た。
　一般質問では２３人の議員が
登壇し、新潟薬科大学上田キ
ャンパスの設置、福祉及び教
育行政などについて質問した
ほか、委員会審査においても、
市政の課題やそれぞれの所管
事項について活発な議論が行
われました。
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債務負担　事業や事務が単年度で終了せずに後の年度においても支出をしなければならない場合に、あらかじめ後の年度の債務を約束することを予算で決めておくこと。

助
の
内
示
に
伴
う
松
く
い
虫

防
除
委
託
料
の
追
加
経
費
と

し
て
「
松
く
い
虫
防
除
対
策

事
業
」
２
８
９
８
万
６
千
円
、

事
故
防
止
を
図
る
た
め
規
制

ネ
ッ
ト
等
を
設
置
・
更
新
す

る
経
費
と
し
て
「
番
所
ヶ
原

ス
キ
ー
場
管
理
運
営
事
業
」

　

万
円
、
橋
梁
の
点
検
委
託

８６０や
修
繕
工
事
を
行
う
橋
梁
長

寿
命
化
に
係
る
経
費
と
し
て

「
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
修
繕

事
業
」
３
１
０
０
万
円
、
櫓

下
泉
平
線
に
お
い
て
信
号
添

架
の
道
路
照
明
柱
を
新
設
す

る
工
事
を
行
う
た
め
の
経
費

と
し
て
「
街
路
整
備
事
業
」

１
７
０
０
万
円
、
公
園
施
設

長
寿
命
化
計
画
の
策
定
や
上

田
城
跡
公
園
の
遊
具
更
新
や

休
憩
施
設
及
び
動
物
舎
の
改

築
を
行
う
た
め
の
経
費
と
し

て
「
公
園
長
寿
命
化
修
繕
事

業
」
３
１
７
０
万
円
、
小
中

学
校
の
楽
器
の
修
理
を
実
施

す
る
経
費
と
し
て
「
学
校
管

理
運
営
事
業
」　

万
円
、
小

１６０

学
校
で
平
成　

年
度
、
中
学

３０

校
で
平
成　

年
度
か
ら
始
め

３１

る
「
特
別
の
教
科
道
徳
」
に

向
け
て
、
県
の
指
定
を
受
け

た
道
徳
教
育
研
究
推
進
校
で

研
究
を
行
う
た
め
の
経
費
と

し
て
「
道
徳
教
育
の
改
善
・

充
実
に
係
る
支
援
事
業
」　
２０

万
円
、
信
州
大
学
繊
維
学
部

旧
千
曲
会
館
基
礎
補
強
工
事

及
び
科
野
大
宮
社
社
叢
指
定

樹
木
保
護
を
行
う
市
指
定
文

化
財
保
護
に
係
る
補
助
金
と

し
て
「
文
化
財
保
護
事
業
補

助
金
」　

万
７
千
円
、
バ
レ

３０１

ー
ボ
ー
ル
の
普
及
啓
発
と
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
た
め
、

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の

協
力
の
も
と
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
日
本
代
表
経
験
者
等
を
招

き
教
室
等
を
開
催
す
る
経
費

と
し
て
「
宝
く
じ
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ア
・
は
つ
ら
つ
マ
マ
さ

ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

う
え

in

だ
」　

万
円
、
ふ
る
さ
と
寄

７０

附
金
の
寄
附
者
の
利
便
性
を

図
る
た
め
、「
ふ
る
さ
と
チ

ョ
イ
ス
」
を
導
入
す
る
と
と

も
に
返
礼
品
に
つ
い
て
も
見

直
し
、
拡
充
を
図
る
経
費
と

し
て
「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
事

業
」
１
億
円
、
８
月　

日
に

１８

発
生
し
た
豪
雨
災
害
に
伴
う

「
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復

旧
事
業
」
５
０
５
４
万
５
千

円
、「
林
業
施
設
災
害
復
旧

事
業
」　

万
円
、「
公
共
土
木

６９５

施
設
災
害
復
旧
事
業
」
４
８

４
０
万
円
な
ど
で
す
。

　

議
会
で
は
、
前
年
度
の
予

算
が
適
正
に
使
わ
れ
た
か
、

ま
た
市
民
生
活
の
向
上
に
効

果
的
に
使
わ
れ
た
か
の
検
証

を
行
い
、
翌
年
度
の
財
政
運

営
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
毎

年
９
月
定
例
会
に
お
い
て
決

算
の
審
査
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
平
成　

年
度
決
算
に
つ

２７

い
て
は
、
一
般
会
計
、
９
つ

の
特
別
会
計
及
び
５
つ
の
企

業
会
計
の
決
算
認
定
議
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
各
委
員

会
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

所
管
す
る
実
施
事
業
の
成
果

に
つ
い
て
慎
重
な
審
査
が
行

わ
れ
、
す
べ
て
全
会
一
致
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
務
文
教
委
員
会
の
一
般

会
計
の
審
査
の
中
で
は
、
決

算
を
認
定
し
た
上
で
、
収
納

管
理
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
、

市
有
財
産
の
利
活
用
に
つ
い

て
及
び
そ
れ
ら
の
取
組
を
推

進
す
る
た
め
の
組
織
改
正
に

つ
い
て
、
地
域
活
性
化
事
業

債
の
活
用
に
つ
い
て
の
４
点

に
つ
い
て
附
帯
意
見
が
付
さ

れ
ま
し
た
。

街路整備予定の櫓下泉平線

更新が予定されている上田城跡
公園の遊具

条 例

上
田
市
福
祉
医
療
費
給
付
金

条
例
中
一
部
改
正
を
可
決

　

今
定
例
会
で
は
、
既
存
の

条
例
を
一
部
改
正
す
る
条
例

案
「
上
田
市
福
祉
医
療
費
給

付
金
条
例
中
一
部
改
正
」
が

提
出
さ
れ
、
児
童
扶
養
手
当

法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
あ
り
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

返礼品の拡充がされたふるさと
寄附金

決 算
　

年
度
の
各
会
計
決
算
を
認
定

２７

◆
人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦　

関
口
よ
ね
子
（
五　

加
）

土
屋　

悦
夫
（
下
室
賀
）

草
間
ウ
メ
ヨ
（
下
和
子
）

赤
岡　

愛
子
（
横　

沢
）

若
林　

久
芳
（
赤　

井
）

白
井
美
和
子
（
下
長
瀬
）

敬
称
略 

◇
決
算
認
定
等
が
さ
れ
た
各
会
計

上
田
市
一
般
会
計
、
上
田
市
土
地
取
得
事
業
特

別
会
計
、
上
田
市
同
和
地
区
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計
、
上
田
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
、
上
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
事

業
特
別
会
計
、
上
田
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
、
上
田
市
社
会
福
祉
授
産
事
業
特
別
会
計
、

上
田
市
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
、
上
田
市
市
街

地
再
開
発
事
業
特
別
会
計
、
上
田
市
武
石
診
療

所
事
業
特
別
会
計
、
上
田
市
真
田
有
線
放
送
電

話
事
業
特
別
会
計
及
び
余
剰
金
処
分
、
上
田
市

立
産
婦
人
科
病
院
事
業
特
別
会
計
及
び
余
剰
金

処
分
、
上
田
市
水
道
事
業
会
計
及
び
余
剰
金
処

分
、
上
田
市
公
共
下
水
道
事
業
会
計
及
び
余
剰

金
処
分
、
上
田
市
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
及

び
余
剰
金
処
分
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交
流
文
化
芸
術
セ

ン
タ
ー
の
管
理
運

営
事
業
費
は
平
成　

年
度

２７

決
算
に
お
い
て
は
３
億
６

９
０
０
万
円
ほ
ど
で
あ
る

が
、
今
年
度
以
降
も
同
じ

程
度
の
額
が
か
か
っ
て
い

く
と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。

管
理
運
営
事
業
の

総
額
と
し
て
は
３

億
７
０
０
０
万
円
程
度
で
、

今
後
も
推
移
し
て
い
く
も

の
と
思
わ
れ
る
。

自
主
防
災
組
織
の

防
災
用
資
器
材
購

入
補
助
金
の
今
後
の
補
助

率
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
会
議

等
を
補
助
対
象
に
加
え
る

考
え
は
な
い
か
。

東
日
本
大
震
災
を

受
け
て
、
補
助
率

を
２
分
の
１
か
ら
３
分
の

２
、
上
限
額
を
５
万
円
か

ら　

万
円
に
引
き
上
げ
て

２０
対
応
し
て
き
て
い
る
が
、

こ
の
引
き
上
げ
は
今
年
度

ま
で
の
限
定
的
な
も
の
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
住

民
自
治
組
織
が
防
災
組
織

機
能
の
役
目
を
担
う
場
合

に
は
、
補
助
対
象
と
す
る

こ
と
を
検
討
し
た
い
。

選
挙
権
年
齢　

歳
１８

以
上
へ
の
引
き
下

げ
や
投
票
率
の
向
上
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
い
、ま
た
、そ
の

成
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

高
校
等
に
お
い
て

副
教
材
を
使
っ
た

主
権
者
教
育
が
進
め
ら
れ
、

県
及
び
市
の
選
挙
管
理
委

員
会
で
も
、
出
前
講
座
や

模
擬
投
票
な
ど
を
行
う
こ

と
で
主
権
者
教
育
の
サ
ポ

ー
ト
を
行
っ
た
。
ま
た
、

新
し
く
有
権
者
と
な
る　

、
１８

　

歳
の
方
３
０
７
０
人
に

１９対
し
、
選
挙
の
仕
組
み
や

不
在
者
投
票
な
ど
の
方
法

が
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
確
認
で

き
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

を
送
付
し
、
有
権
者
と
な

る
自
覚
を
促
し
た
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
の
後
に
初

め
て
行
わ
れ
た
今
年
の
参

議
院
選
挙
の
投
票
率
が
前

回
よ
り
上
が
っ
た
こ
と
か

ら
、
一
定
の
効
果
が
あ
っ

た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
本
議
案
に
対
し

て
は
、
次
の
４
点
に
つ
い

て
要
請
す
る
附
帯
意
見
が

付
さ
れ
ま
し
た
。

①
収
納
管
理
体
制
の
強
化

②
市
有
財
産
の
利
活
用

③
①
及
び
②
の
取
組
を
推

進
す
る
た
め
の
組
織
改
正

④
地
域
活
性
化
事
業
債
の

活
用

一
般
会
計
決
算
認
定

 
問

松
く
い
虫
の
防
除

対
策
と
し
て
行
っ

て
い
る
地
上
薬
剤
散
布
の

委
託
料
が
、
平
成　

年
度

２６

よ
り　

万
円
ほ
ど
減
額
に

４００

な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
理
由
に
よ
る
も
の
か
。

平
成　

年
度
は
地

２６

上
薬
剤
散
布
を
２

回
行
っ
て
い
た
が
、
平
成

　

年
度
は
よ
り
効
果
が
期

２７待
で
き
る
薬
剤
に
変
更
し
、

地
上
薬
剤
散
布
の
回
数
を

１
回
に
し
た
こ
と
か
ら
、

委
託
料
の
減
額
と
な
っ
た
。

平
成　

年　

月
か

２７

１０

ら
上
下
水
道
料
金

徴
収
業
務
等
を
民
間
業
者

へ
委
託
し
て
い
る
が
、
平

成　

年
度
は
民
間
委
託
に

２７
よ
る
合
理
化
の
成
果
と
し

て
ど
の
程
度
の
経
費
が
削

減
で
き
た
か
。

平
成　

年
度
の
委

２７

託
期
間
は
６
カ
月

で
あ
っ
た
が
、
職
員
の
削

減
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
平
成　

年
度
に
比
べ

２６

２
５
０
０
万
円
ほ
ど
の
削

減
効
果
が
あ
っ
た
。

番
所
ヶ
原
ス
キ
ー

場
の
事
故
防
止
の

た
め
の
規
制
ネ
ッ
ト
を
設

置
・
更
新
す
る
の
は
、
１

月
に
発
生
し
た
雨
氷
害
の

影
響
に
よ
る
も
の
な
の
か
。

雨
氷
害
に
よ
り
壊

れ
た
ネ
ッ
ト
の
修

繕
の
ほ
か
、
２
月
に
利
用

者
が
ネ
ッ
ト
の
下
を
く
ぐ

っ
て
コ
ー
ス
脇
の
側
溝
に

落
ち
る
事
故
が
発
生
し
た

た
め
、
安
全
対
策
の
強
化

も
行
う
も
の
で
あ
る
。

８
月　

日
に
発
生

１８

し
た
豪
雨
に
よ
り
、

農
林
部
関
係
で
発
生
し
た

被
害
の
特
徴
は
ど
う
か
。

ま
た
、
今
後
豪
雨
に
よ
り

被
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ

る
施
設
は
あ
る
か
。

塩
田
地
域
の
富
士

山
、
古
安
曽
、
下

之
郷
地
区
及
び
丸
子
地
域

の
東
内
、
腰
越
、
御
岳
堂
、

生
田
地
区
に
被
害
が
多
か

っ
た
の
が
特
徴
で
あ
る
。

ま
た
、
老
朽
化
し
て
い
る

「
か
ん
が
い
排
水
施
設
」

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
豪
雨

の
発
生
に
備
え
、
長
寿
命

化
対
策
や
新
た
な
「
か
ん

が
い
排
水
事
業
」
に
取
り

組
む
等
の
対
策
を
行
っ
て

い
る
。

 
問

 
答

一
般
会
計
補
正
予
算

 
問

 
答

附帯意見　委員会の審査において、附託された案件の採択にあたり、委員会の意見や希望を表明するもの
伐倒薫蒸・樹幹注入　松くい虫防除の方法で、伐倒薫蒸は被害木を切り倒し密封、気体の薬剤を倒木に浸透させる方法。樹幹注入は幹に穴をあけて薬剤を注入する方法

 
問

 
答

総務文教委員会
●９月20日及び21日に開催し、決算認定２件、予算
案２件、陳情２件の審査を行いました。

●９月23日及び26日に開催し、決算認定４件、予算
案２件の審査を行いました。

要概査審の
産業水道委員会

 
問

 
答

一
般
会
計
決
算
認
定

 
問

 
答

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

 
問

 
答

 
答
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成
年
後
見
人
の
う

ち
法
人
後
見
が
、

前
年
度
に
比
べ
て
ふ
え
て

き
て
い
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

従
来
、
親
族
も
し

く
は
弁
護
士
等
の

専
門
家
に
よ
る
後
見
が
主

流
だ
っ
た
が
、
こ
こ
の
と

こ
ろ
身
寄
り
が
な
く
、
個

人
の
後
見
も
受
け
ら
れ
な

い
事
例
が
ふ
え
て
き
て
い

る
た
め
、
成
年
後
見
支
援

セ
ン
タ
ー
で
法
人
後
見
と

い
う
形
で
対
応
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
の
法
人
後
見
に

は
、
体
制
と
し
て
限
界
が

あ
る
た
め
、
市
民
後
見
人

の
活
用
に
向
け
て
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

養
成
研
修
の
参
加

人
数
が
前
年
度
よ
り
大
幅

に
減
っ
て
い
る
理
由
は
何

か
。

前
年
度
は
単
発
の

研
修
を　

回
行
っ

１３

た
が
、　

年
度
は
よ
り
実

２７

践
的
で
充
実
し
た
内
容
と

す
る
た
め
３
回
の
受
講
で

修
了
と
な
る
研
修
に
変
更

し
、
２
回
実
施
し
た
。
全

体
と
し
て
受
講
者
数
は
減

っ
た
が
、
地
域
で
見
守
り

を
実
践
で
き
る
方
を
ふ
や

す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。

補
助
金
を
活
用
し

て
高
齢
者
福
祉
施

設
が
導
入
す
る
介
護
ロ
ボ

ッ
ト
は
ど
の
よ
う
な
内
容

か
。

４
施
設
に
対
し
て
、

会
話
型
ロ
ボ
ッ
ト
、

ベ
ッ
ド
か
ら
の
転
落
等
を

検
知
す
る
見
守
り
ロ
ボ
ッ

ト
、
ベ
ッ
ド
に
寝
た
ま
ま

自
動
で
便
を
吸
引
、
洗
浄
、

乾
燥
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
い

ず
れ
か
１
台
が
、
導
入
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

若
年
健
康
診
査
に

見
込
み
を
上
回
る

申
し
込
み
が
さ
れ
た
と
の

こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

状
況
か
。昨

年
度
モ
デ
ル
的

に　

代
後
半
の
国

３０

保
加
入
者
を
対
象
と
し
て

実
施
し
た
実
績
と
、
今
回
、

保
険
の
種
類
に
か
か
わ
ら

ず　

歳
以
上
を
対
象
と
す

３０
る
こ
と
か
ら
、　

人
程
度

３００

の
受
診
者
を
見
込
ん
で
当

初
予
算
に
計
上
し
た
と
こ

ろ
、
実
際
は
１
０
９
６
人

の
申
し
込
み
が
あ
り
、　
７００

人
分
の
委
託
料
が
不
足
す

る
状
況
と
な
っ
た
。

 
問

 
答 一

般
会
計
決
算
認
定

 
問

地
域
内
分
権
の
推

進
に
つ
い
て
、
ま

だ
地
域
経
営
会
議
が
設
立

さ
れ
て
い
な
い
地
域
の
取

り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

今
年
度
、
第
６
期

の
地
域
協
議
会
が

ス
タ
ー
ト
し
委
員
構
成
が

か
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

改
め
て
説
明
を
行
い
、
先

行
し
て
い
る
地
域
の
事
例

等
も
お
示
し
し
て
検
討
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
一

部
地
区
で
は
前
向
き
に
進

め
た
い
と
い
う
意
向
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
進

め
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
。生

ご
み
堆
肥
化
モ

デ
ル
事
業
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
大
型
生

ご
み
処
理
機
の
活
用
状
況

と
そ
の
成
果
、
今
後
の
事

業
展
開
の
考
え
方
は
ど
う

か
。

真
田
自
治
会
に
設

置
し
半
年
経
つ
な

か
で
、
現
在　

世
帯
、　

３０

９８

人
が
利
用
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
に
生
ご
み　

ト
ン

２.１

が
投
入
さ
れ
、
こ
れ
が
約

　

㎏
の
「
堆
肥
の
も
と
」

３９３と
な
っ
て
排
出
さ
れ
、
畑

で
養
生
し
た
後
に
堆
肥
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

今
の
と
こ
ろ
４
地
区
を
上

限
に
考
え
て
い
る
が
、
今

後
、
活
用
状
況
や
コ
ス
ト

な
ど
の
結
果
を
踏
ま
え
検

討
し
て
い
く
。

上
田
城
跡
公
園
内

の
児
童
遊
園
地
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
そ
の

概
要
は
ど
う
か
。

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ

ン
遊
具
、
休
憩
施

設
、
動
物
舎
等
の
改
築
更

新
を
予
定
し
て
い
る
。
そ

の
際
に
動
物
舎
の
規
模
の

見
直
し
、
ま
た
適
正
な
安

全
領
域
の
確
保
、
年
齢
層

を
考
慮
し
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ

等
の
全
体
の
施
設
配
置
の

変
更
も
行
い
、
利
用
者
が

安
心
し
て
安
全
に
遊
べ
る

児
童
遊
園
地
と
し
て
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
す
る
計
画
で
あ

る
。
工
事
時
期
は
、
利
用

者
が
少
な
い
１
月
か
ら
３

月
を
予
定
し
て
い
る
。

８
月　

日
の
豪
雨

１８

に
よ
り
上
田
、
丸

子
及
び
武
石
地
域
で
発
生

し
た
道
路
・
河
川
・
公
園
の

被
害
全　

件
の
復
旧
工
事

５４

費
に
つ
い
て
、
一
部
工
事

の
財
源
に
国
の
災
害
復
旧

費
補
助
金
等
を
充
て
る
こ

と
に
よ
り
、
工
事
発
注
時

期
に
影
響
は
出
な
い
の
か
。

本
補
正
予
算
議
決

後
、
直
ち
に
発
注

し
た
い
と
考
え
て
お
り
影

響
は
な
い
。

 
問

 
答

 
問

 
答

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
決
算
認
定

 
答

コンビネーション遊具　楽しみながら体力の増強ができるよう、できる限り多くの遊び機能を取り入れた遊具のこと。
ゾーニング　空間をテーマや用途に分けて考えること。

環境建設委員会
●９月23日及び26日に開催し、決算認定５件、予算
案２件の審査を行いました。

会員委任常

厚 生 委 員 会
●９月20日及び21日に開催し、条例案１件、決算認
定７件、予算案１件、請願１件の審査を行いまし
た。

 
問 一

般
会
計
補
正
予
算

 
答

 
問

 
答

 
問

 
答

 
問

 
答
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国際会議観光都市　コンベンション法に基づき、国際会議場施設、宿泊施設などのハード面や国際会議等の誘致体制、近傍の観光資源などのソフト面の認定要件を満たし、コンベンションの振
興に適すると認められる市町村に対して観光庁長官が認定するもの。
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9月定例会一般質問要旨

　

９
月
定
例
会
で
は
一

般
質
問
を
９
月　

日
、

１２

　

日
、　

日
の
日
程
で

１３

１４

行
い
ま
し
た
。

問　

大
学
か
ら
正
式
に
上
田

市
に
対
し
て
支
援
の
要
請
・

要
望
が
あ
っ
た
の
か
。
逆
に

今
ま
で
の
交
渉
過
程
か
ら
市

か
ら
誘
致
を
要
望
し
た
の
か
。

ま
た
、
財
政
支
援
に
つ
い
て

し
っ
か
り
議
論
す
る
時
間
が

必
要
で
あ
る
。
今
後
の
議
会

へ
の
説
明
は
ど
う
考
え
る
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

上
田
キ
ャ
ン
パ
ス
設
置
は
、

あ
く
ま
で
大
学
側
か
ら
の
話

で
市
が
誘
致
し
た
も
の
で
は

な
い
。
大
学
が
目
指
す
再
来

年
４
月
開
設
に
つ
い
て
、
早

期
に
支
援
の
判
断
を
行
い
、

大
学
、
県
と
の
一
定
の
協
議

が
調
う
段
階
で
説
明
し
た
い
。

問　

市
民
か
ら
車
椅
子
等
、

歩
行
が
不
便
な
方
や
そ
の
介

助
者
の
車
が
専
用
ス
ペ
ー
ス

に
停
め
ら
れ
な
い
現
状
を
多

く
聞
く
。
市
の
対
策
と
専
用

区
画
の
整
備
の
あ
り
方
は
。

答　
（
小
野
塚
財
政
部
長
）駐

車
区
画
を
分
か
り
易
く
表
示

し
真
の
利
用
者
以
外
の
方
が

駐
車
す
る
こ
と
を
躊
躇
す
る

よ
う
な
モ
ラ
ル
向
上
が
図
れ

る
よ
う
に
し
た
い
。
信
州
パ

ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度

が
始
ま
り
半
年
が
経
過
し　
１０

月
か
ら
専
用
駐
車
区
画
の
利

用
証
の
交
付
手
続
が
市
の
窓

口
で
行
え
る
。
制
度
の
再
周

知
、
適
正
利
用
の
啓
発
を
行

う
。

問　

残
さ
ず
食
べ
よ
う
と
い

う
義
務
感
で
は
な
く
、
美
味

し
く
食
べ
よ
う
、
楽
し
く
食

べ
よ
う
と
い
う
「
食
」
の
視

点
、
食
事
を
作
る
方
々
の
視

点
か
ら
の
運
動
が
必
要
で
は
。

答　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

全
国
お
い
し
い
食
べ
き
り
運

動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
が

本
年　

月
に
設
立
さ
れ
上
田

１０

市
も
参
加
し
食
べ
き
り
運
動

の
継
続
的
な
情
報
共
有
と
取

り
組
み
の
拡
大
を
図
り
た
い
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

新
潟
薬
科
大
学

問　

県
内
の
学
校
登
山
が
減

少
傾
向
に
あ
る
が
市
内
の
現

状
は
ど
う
か
。

答　
（
小
林
教
育
長
）小
学
校

で
は
全　

校
中　

校
が
５
学

２５

１９

年
で
烏
帽
子
岳
登
山
を
実
施

し
て
い
る
。
中
学
校
で
は
全

　

校
中
、
１
学
年
で
７
校
、

１１２
学
年
で
２
校
の
計
９
校
が

実
施
し
、
５
年
前
と
比
較
す

る
と
、
小
学
校
で
３
校
の
増

加
、
中
学
校
で
は
増
減
な
し

で
あ
る
。

問　

学
校
登
山
実
施
の
問
題

点
は
何
か
、
そ
の
対
策
は
。

答　
（
小
林
教
育
長
）中
学
校

登
山
は
日
程
調
整
の
困
難
さ

が
あ
り
、
２
学
年
か
ら
１
学

年
へ
移
行
し
て
継
続
し
て
い

る
た
め
、
１
学
年
で
登
れ
る

行
程
で
実
施
し
て
い
る
。
児

童
生
徒
の
体
力
面
へ
の
配
慮

と
教
職
員
の
経
験
不
足
に
対

し
て
は
小
学
校
で
は
登
山
前

の
遠
足
で
日
帰
り
登
山
を
経

験
さ
せ
て
い
る
。
教
職
員
に

対
し
て
は
県
立
山
岳
総
合
セ

ン
タ
ー
で
引
率
者
研
修
を
受

講
し
た
り
、
山
岳
ガ
イ
ド
を

独
自
に
依
頼
し
て
対
応
し
て

い
る
。

問　

希
少
性
動
植
物
を
ど
の

様
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

希
少
性
動
植
物
の
生
息
等
の

調
査
は
、
高
度
な
専
門
性
が

求
め
ら
れ
る
の
で
、
長
野
県

版
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
記
載
さ

れ
る
分
布
情
報
か
ら
確
認
、

把
握
を
し
て
い
る
。

問　

希
少
性
動
植
物
の
保
護

団
体
等
と
の
連
携
は
ど
う
か
。

答　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

県
指
定
の
天
然
記
念
物
の
保

護
は
地
元
や
民
間
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
連
携
し
て
登
山
者
な

ど
へ
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布
し

て
個
体
の
採
取
の
禁
止
を
周

知
し
、
希
少
性
動
植
物
保
護

監
視
員
と
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
る
。

市
内
小
・
中
学
校
の

　
　
　
　

学
校
登
山

 
半
田　

大
介
議
員
（
公
明
党
）

一
般
質
問

家
庭
で
の　

・　

運
動

３０

１０

信
州
パ
ー
キ
ン
グ

パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度

 
金
子　

和
夫
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

市
内
希
少
性
生
物
の

　
　
　
　
　
　

保
護
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フードバンク　個人が消費し切れなかった食品や十分に安全に食べられるのにパッケージ不良や形状が規格外であるなどの理由で販売できず、企業が破棄してしまう食品を寄附してもらい、必
要としている人や施設、団体に無償で提供する活動のこと。また、この食品を寄附する活動を「フードドライブ」と呼ぶ。

問　

定
住
を
ふ
や
そ
う
と
す

る
世
代
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
決

め
る
必
要
が
あ
る
。
人
生
の

節
目
の
出
来
事
と
居
住
地
の

移
動
が
連
動
す
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
１
つ
は　

代
前
半

２０

の
若
者
夫
婦
、
２
つ
は　

代
３０

前
半
の
夫
婦
で
４
歳
以
下
の

子
供
１
人
同
伴
、
３
つ
は　
６０

代
前
半
の
夫
婦
、
こ
の
３
世

代
を
中
心
に
定
住
増
加
時
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て

は
ど
う
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

議
員
提
案
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

定
め
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
展

望
を
持
つ
こ
と
も
重
要
と
考

え
て
い
る
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
は
今
後
の
検

討
課
題
で
あ
る
。

問　

上
田
市
人
口
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
は
母
袋
市
長
が
立
て

た
目
標
で
あ
り
、
ま
ず
、
残

り
任
期
１
年
半
の
期
間
、
節

目
の
目
標
と
し
て
何
を
推
し

進
め
る
の
か
。
ま
た
、　

年
５０

先
を
展
望
し
た
道
し
る
べ
を

ど
う
立
て
よ
う
と
考
え
て
い

る
の
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）１
つ
は
地

域
内
分
権
の
確
立
の
中
で
、

全
市
に
お
け
る
住
民
自
治
組

織
の
設
置
。
２
つ
は
資
源
循

環
型
施
設
の
建
設
地
決
定
。

３
つ
目
は
「
真
田
丸
」
で
上

田
市
と
い
う
知
名
度
が
向
上

し
た
と
い
う
大
き
な
効
果
を

生
か
し
、
上
田
ブ
ラ
ン
ド
の

育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

こ
れ
ら
は
全
て
未
来
へ
と
つ

な
が
る
施
策
展
開
だ
と
考
え

る
。　

年
先
を
展
望
し
て
の

５０

道
し
る
べ
は
、
あ
る
意
味
大

変
難
し
い
。
今
後
行
政
ニ
ー

ズ
に
お
い
て
は
、
恐
ら
く
よ

り
多
様
化
複
雑
化
し
て
、
直

面
す
る
課
題
へ
の
対
応
は
一

層
困
難
に
な
る
と
予
想
さ
れ

る
が
、
サ
ス
テ
ー
ナ
ブ
ル

（
持
続
可
能
）な
社
会
を
築
く

た
め
に
、
現
在
、
市
も
力
を

入
れ
て
い
る
人
が
育
ち
、
人

が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
、
こ
れ

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

上
田
市
人
口
の　

　
　
　

将
来
展
望

問　

上
田
市
が
新
た
に
示
し

た
森
林
整
備
計
画
に
沿
っ
て

松
く
い
虫
被
害
木
の
伐
採
を

進
め
る
と
、
今
後
大
幅
な
林

地
残
材
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
。
被
害
木
を
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
と
し
て
再
利
用
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
促

す
施
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
（
保
科
農
林
部
長
）整
備

計
画
に
基
づ
い
て
整
備
を
行

う
と
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
存

量
は
年
間
８
２
６
０
ト
ン
が

見
込
ま
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の

よ
う
に
燻
蒸
処
理
す
る
コ
ス

ト
と
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
へ

売
却
す
る
コ
ス
ト
を
比
較
す

る
中
で
現
実
的
な
事
業
と
な

る
よ
う
研
究
し
て
い
く
。
な

お
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
は

年
間
５
台
程
度
が
市
内
に
普

及
し
て
い
る
の
に
対
し
薪
ス

ト
ー
ブ
は
昨
年
度　

台
、
今

１７

年
度
は
す
で
に　

台
の
導
入

１８

実
績
が
あ
る
。

問　

木
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
原

油
に
比
べ
価
格
が
安
定
し
て

お
り
、
原
油
価
格
に
対
す
る

リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
と
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
経
済
面

か
ら
も
さ
ら
な
る
導
入
を
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
（
保
科
農
林
部
長
）ス
ト

ー
ブ
の
よ
う
な
小
規
模
な
も

の
か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の

よ
う
な
大
規
模
な
も
の
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
利
用
方
法
が
想

定
で
き
る
の
で
、
関
係
者
に

情
報
提
供
す
る
と
と
も
に
、

情
報
収
集
に
も
努
め
て
い
く
。

問　

貧
困
状
態
に
あ
る
世
帯

に
給
付
さ
れ
て
い
る
就
学
支

援
金
は
、
学
校
教
育
費
の
上

昇
に
連
動
し
た
も
の
に
な
っ

て
い
る
か
。

答　
（
中
村
教
育
次
長
）支
給

額
に
つ
い
て
は
、
国
が
年
度

ご
と
に
物
価
な
ど
実
態
に
合

わ
せ
て
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
。
市
も
そ
の
基
準
に
沿
っ

た
給
付
を
行
っ
て
い
る
。

 
森
林
整
備
施
策
と　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

問　

A
E
D
は
設
置
す
る
場

所
の
適
正
温
度
が
機
種
ご
と

に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
設
置

適
正
温
度
よ
り
低
温
下
で
設

置
さ
れ
、
実
際
に
作
動
し
な

か
っ
た
事
例
が
あ
る
。
上
田

市
が
現
在
各
施
設
に
設
置
し

て
い
る
A
E
D
は
、
ほ
と
ん

ど
が
設
置
適
正
温
度　

～　
１０

４３

℃
の
機
種
で
あ
る
。
施
設
に

よ
っ
て
は
、
明
ら
か
に
設
置

適
正
温
度
よ
り
低
温
の
環
境

下
に
設
置
さ
れ
て
い
る
A
E

D
が
あ
り
非
常
に
問
題
で
あ

る
。
今
後
の
更
新
時
に
設
置

場
所
に
よ
っ
て
は
、
設
置
適

正
温
度
基
準
が
低
温
仕
様
の

機
種
に
更
新
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
低
温
の
環

境
下
と
な
り
得
る
施
設
に
既

に
設
置
さ
れ
て
い
る
A
E
D

に
つ
い
て
、
対
策
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
指
摘
の
部
分
に
つ

い
て
は
今
後
の
更
新
の
中
で

検
討
す
る
。
現
在
設
置
済
み

の
A
E
D
に
つ
い
て
は
、
ケ

ー
ス
に
入
れ
る
な
ど
の
措
置

を
講
じ
る
と
共
に
保
守
管
理

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
講
じ
る
。

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

の
観
点
か
ら
上
田
市
も
民
間

で
行
う
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
積

極
的
に
関
与
し
、
支
援
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

市
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
の

見
解
は
ど
う
か
。
ま
た
、
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
フ
ー

ド
バ
ン
ク
を
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
の

広
報
活
動
等
に
つ
い
て
市
と

し
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
な

い
か
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）今
後

の
活
動
の
状
況
を
見
守
り
、

必
要
と
さ
れ
る
行
政
の
関
与
、

支
援
に
つ
い
て
、
運
営
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
意
向
を
伺

う
中
で
関
わ
り
に
つ
い
て
検

討
す
る
。
広
報
は
非
常
に
大

切
で
あ
り
、
今
後
、
市
と
し

て
知
名
度
向
上
に
努
め
る
。

自
動
体
外
式
除
細
動
器

　
　
　
　
（
A
E
D
）

フ
ー
ド
バ
ン
ク
推
進

 
渡
辺　

正
博
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

 
池
田　

総
一
郎
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

子
ど
も
の
貧
困
対
策

 
佐
藤　

論
征
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問
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インセンティブ　目的を達成させる、やる気を起こさせるための刺激のこと。

問　

上
田
市
防
災
行
政
無
線

の
設
置
目
的
と
効
果
は
。
ま

た
、
市
内
で
防
災
行
政
無
線

の
通
信
が
で
き
な
い
場
所
へ

の
対
応
は
。

答　
（
宮
川
総
務
部
長
）災
害

時
に
お
け
る
正
確
か
つ
迅
速

な
情
報
の
収
集
や
伝
達
に
よ

る
防
災
対
策
に
資
す
る
よ
う

整
備
を
行
っ
た
。
効
果
は
、

住
民
の
皆
様
へ
の
安
否
確
認
、

避
難
場
所
運
営
に
当
た
る
自

治
会
長
と
の
連
絡
や
災
害
に

対
す
る
住
民
の
皆
様
の
安
全

と
安
心
が
よ
り
向
上
で
き
る

も
の
と
考
え
る
。
防
災
業
務

や
消
防
団
活
動
を
す
る
に
当

た
っ
て
、
支
障
が
な
い
よ
う

に
、
常
に
原
因
の
把
握
と
そ

の
究
明
に
努
め
る
。

問　

共
働
き
の
若
い
世
代
の

人
た
ち
の
中
に
は
、
病
児
・

病
後
児
保
育
に
つ
い
て
知
ら

な
い
人
が
多
い
が
、
ど
の
よ

う
に
周
知
し
て
い
る
の
か
。

利
用
者
の
増
加
や
対
象
児
童

の
地
域
性
を
考
え
、
新
た
な

施
設
も
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
考
え
は
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
子
育
て
サ
イ
ト
の

活
用
を
図
り
、
積
極
的
に
広

報
に
努
め
て
い
き
た
い
。
地

理
的
要
因
や
受
け
入
れ
可
能

な
医
療
機
関
、
長
和
町
、
青

木
村
の
意
向
や
子
育
て
世
代

の
意
向
を
把
握
し
、
関
係
機

関
と
協
議
を
重
ね
て
い
き
た

い
。

問　

上
田
市
の
開
催
と
な
る

が
、
地
元
も
含
め　

は
ど
の

PR

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
（
倉
島
商
工
観
光
部
長
）

上
田
城
紅
葉
ま
つ
り
の
イ
ベ

ン
ト
部
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

　

や
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
へ
の

PRア
プ
ロ
ー
チ
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
、
真
田
丸
終
盤
に

向
け
た
盛
り
上
が
り
の
あ
る

イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
。

上
田
市
防
災
行
政
無
線

問　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
の

実
施
計
画
に
至
る
ま
で
の
今

後
の
計
画
は
。

答　
（
小
林
教
育
長
）今
年
度

中
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
基

本
構
想
を
策
定
す
る
。
来
年

度
以
降
、
大
規
模
改
修
も
し

く
は
建
て
替
え
等
の
方
向
性

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
建

て
替
え
の
場
合
は
、
優
先
順

位
・
場
所
・
規
模
等
を
検
討

す
る
。
ま
た
、
優
先
順
位
の

高
い
も
の
か
ら
予
算
措
置
を

講
ず
る
。

問　

統
合
保
育
園
と
地
区
公

民
館
を
複
合
施
設
に
し
た
理

由
は
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
上
田
市
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針
に

お
い
て
、
新
た
な
施
設
を
建

設
す
る
際
は
広
域
的
な
視
点

で
老
朽
化
施
設
や
類
似
施
設

の
統
廃
合
を
検
討
し
、
施
設

の
複
合
化
を
推
進
す
る
こ
と

が
、
今
後
の
公
共
施
設
の
整

備
に
関
す
る
上
田
市
の
基
本

的
な
考
え
方
で
あ
る
。
ま
た
、

複
合
施
設
と
し
て
整
備
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
方
創
生
の

方
向
性
の
一
つ
で
も
あ
る
小

さ
な
拠
点
づ
く
り
を
目
指
す

と
と
も
に
、
子
供
達
の
保
育

の
場
、
地
域
の
自
治
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
振
興
や
生
涯
学

習
の
場
、
高
齢
者
福
祉
の
場

等
を
一
体
的
に
整
備
す
る
こ

と
に
よ
り
、
世
代
を
超
え
た

交
流
や
地
域
ぐ
る
み
の
子
育

て
、
健
康
づ
く
り
、
生
き
が

い
づ
く
り
の
促
進
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

問　

財
源
と
し
て
考
え
て
い

る
公
共
施
設
最
適
化
事
業
債

は
有
利
な
起
債
か
。

答　
（
小
野
塚
財
政
部
長
）公

民
館
を
単
独
で
建
設
す
る
場

合
の
財
源
は
交
付
税
措
置
の

な
い
起
債
と
な
る
が
、
今
回

の
複
合
施
設
で
は
、
充
当
率

　

％
、
後
年
度
の
元
利
償
還

９０金
の　

％
が
交
付
税
措
置
さ

５０

れ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で

は
合
併
特
例
債
に
次
ぐ
有
利

な
起
債
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

問　

大
学
側
か
ら
具
体
的
な

財
政
支
援
の
要
請
は
あ
っ
た

の
か
。
ま
た
、
市
と
し
て
い

つ
ま
で
に
支
援
内
容
に
つ
い

て
結
論
を
出
す
つ
も
り
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

大
学
建
設
に
係
る
費
用
と
し

て
、
県
及
び
上
田
市
に
そ
れ

ぞ
れ　

億
円
ず
つ
の
支
援
を

２５

求
め
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

ま
た
、
平
成　

年
４
月
開
設

３０

と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
踏

ま
え
る
と
、
早
期
に
判
断
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に

来
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

上
田
市
や
県
か
ら
思
う

よ
う
な
支
援
が
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
場
合
、
大
学
の
開

設
自
体
が
白
紙
撤
回
さ
れ
る

こ
と
は
あ
る
の
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

経
営
的
な
観
点
か
ら
、
開
設

計
画
が
見
直
さ
れ
る
可
能
性

も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

過
去
に
県
内
の
自
治
体

が
私
立
の
大
学
に
財
政
支
援

を
行
っ
て
き
た
事
例
は
ど
れ

だ
け
あ
る
の
か
。
ま
た
、
そ

の
金
額
は
具
体
的
に
ど
の
く

ら
い
で
あ
っ
た
の
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

諏
訪
東
京
理
科
大
学
が
平
成

　

年
に
４
年
制
化
し
た
際
に

１４は
県
が　

億
円
、
地
元
自
治

３５

体
が　

億
円
余
の
財
政
支
援

２６

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
松

本
大
学
が
平
成　

年
に
開
学

１４

し
た
際
に
は
県
が　

億
円
、

２３

地
元
自
治
体
が　

億
円
余
の

１９

財
政
支
援
を
し
た
例
が
あ
る
。

問　

市
は
大
学
側
が
行
う
工

事
の
入
札
予
定
を
把
握
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
地
元
建
設

業
者
を
優
遇
さ
せ
る
よ
う
大

学
側
に
働
き
か
け
て
い
く
こ

と
は
可
能
な
の
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

工
事
の
入
札
等
の
予
定
に
つ

い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

市
内
へ
の
経
済
波
及
効
果
を

見
込
ん
で
、
極
力
地
元
建
設

業
者
に
発
注
を
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
真
摯
に
お
願
い
し

て
い
き
た
い
。

新
潟
薬
科
大
学　

　
　

長
野
薬
学
部

病
児
・
病
後
児
保
育

 
土
屋　

勝
浩
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
松
井　

幸
夫
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

 
尾
島　

勝
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

第　

回
全
国　
　
　

１０
や
き
と
リ
ン
ピ
ッ
ク

神
川
地
区
拠
点
施
設
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本会議を傍聴されたみなさんの声　
～こんなご感想・ご意見をいただきました～傍聴者

の声 　９月定例会において、本会議を傍聴された方は延べ８１人でした。
　傍聴された皆さんには、ご感想やご意見をアンケート用紙に記入していただ
いています。お寄せいただいたご感想、ご意見の一部を紹介します。
　

○　質問・答弁のなかで、答弁に対する再質問がなく物足りなさを感じました。さらに
追及すべき点があったと思います。（70代　男性）
　
○　数字の羅列だけでは「効果」を説明することになっていないと思う。（70代　男性）
　
○　初めて傍聴したが、雰囲気がわかった。これからも機会があれば傍聴したい。
（60代　男性）

問　

現
在
ま
で
の
進
捗
状
況

は
ど
う
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

こ
の
事
業
は
、
地
方
創
生
の

方
向
性
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、

小
さ
な
拠
点
づ
く
り
を
目
指

し
、
保
育
の
場
、
地
域
の
自

治
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
振
興

や
生
涯
学
習
の
場
、
世
代
を

超
え
た
交
流
の
促
進
を
図
る

も
の
で
あ
り
、
現
在
、
基
本

設
計
が
お
お
む
ね
完
了
し
、

年
度
内
に
実
施
設
計
を
発
注

す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

整
備
予
定
地
の
敷
地
内

で
土
壌
汚
染
が
確
認
さ
れ
た

が
、
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ

た
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
整

備
事
業
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
工
場
跡
地
の
土
壌

汚
染
に
つ
い
て
は
、
敷
地
全

体
の
綿
密
な
調
査
を
実
施
し
、

県
上
小
地
方
事
務
所
環
境
課

の
確
認
を
得
な
が
ら
工
事
を

進
め
、
地
元
説
明
会
も
開
催

し
、
５
月
末
で
工
事
を
完
了

し
た
。
今
後
は
、
９
月
末
発

足
予
定
で
あ
る
「
仮
称
・
神

川
地
区
拠
点
施
設
整
備
促
進

協
議
会
」
や
、
公
民
館
利
用

者
、
保
育
園
児
の
安
心
・
安

全
等
も
考
慮
し
な
が
ら
、
地

元
関
係
者
の
声
を
聞
き
進
め

て
い
き
た
い
。

問　

真
田
氏
ゆ
か
り
の
名
所

・
旧
跡
を
巡
る
観
光
客
の
入

り
込
み
状
況
は
ど
う
か
。

答　
（
岩
倉
真
田
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
長
）
大
河
ド
ラ
マ

「
真
田
丸
」
の
放
送
に
伴
い
、

真
田
地
域
の
各
施
設
は
、
い

ず
れ
も
大
変
な
賑
わ
い
で
あ

る
。
特
に
真
田
の
郷
周
遊
観

光
バ
ス
の
利
用
者
数
、
真
田

歴
史
館
の
入
館
者
数
は
昨
年

同
期
の
３
倍
か
ら
４
倍
と
な

っ
て
い
る
。

神
川
地
区
拠
点
施
設

　
　
　

整
備
事
業

問　

理
念
に
つ
い
て
は
、

「
地
域
経
営
会
議
」の
言
葉
は
、

わ
か
り
づ
ら
い
と
い
う
の
が

率
直
な
気
持
ち
だ
が
削
除
で

き
な
い
か
。

答　
（
片
岡
市
民
参
加
協
働

部
長
）
具
体
的
な
名
称
は
地

域
に
お
い
て
決
定
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。

問　

お
金
の
流
れ
が
ど
う
な

る
の
か
明
確
で
な
い
。
現
在
、

市
か
ら　

の
自
治
会
へ
の
委

２４０

託
金
等
の
総
額
は
ど
う
か
。

新
し
い
住
民
自
治
組
織
を
つ

く
る
こ
と
に
よ
り
増
減
が
あ

る
の
か
、
な
い
の
か
。
ま
た
、

新
し
い
住
民
自
治
組
織
へ
の

予
算
は
現
在
自
治
会
に
出
さ

れ
て
い
る
も
の
と
は
別
建
て

で
出
す
の
か
、
重
な
る
の
か
、

振
り
か
え
に
な
る
の
か
。

答　
（
片
岡
市
民
参
加
協
働

部
長
）
市
内
全
て
の
自
治
会

に
対
し
、
毎
年
、
一
定
の
ル

ー
ル
で
支
出
を
し
て
い
る
経

常
的
な
交
付
金
や
委
託
料
等

の
平
成　

年
度
予
算
総
額
は
、

２８

１
億
６
９
０
０
万
円
余
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
共
同

集
会
施
設
改
修
補
助
金
な
ど

自
治
会
か
ら
の
申
請
に
よ
る

補
助
金
等
は
、
平
成　

年
度

２８

予
算
で
は
１
億
４
３
０
０
万

円
余
で
あ
る
。
こ
う
し
た
自

治
会
へ
の
支
出
金
は
、
各
自

治
会
の
運
営
財
源
と
な
っ
て

お
り
、
住
民
自
治
組
織
の
設

立
に
伴
い
直
ち
に
変
わ
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　

一
方
で
、
現
在
、
交
付
金

の
制
度
設
計
を
進
め
る
中
で
、

既
存
補
助
金
等
の
取
り
扱
い

も
含
め
、
ど
の
よ
う
な
交
付

金
制
度
が
地
域
に
と
っ
て
使

い
や
す
く
、
有
効
活
用
で
き

る
の
か
、
ま
た
、
自
治
会
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
か
な

ど
、
庁
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
協
議
、
検
討
を
し
て

い
る
段
階
で
あ
る
。
交
付
金

は
、
平
成　

年
度
予
算
に
向

２９

け
、
引
き
続
き
制
度
設
計
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
公
契
約
条
例
の
制
定

・
市
の
財
政

地
域
内
分
権
の
確
立

パーキングパーミット制度　車椅子、高齢者、妊産婦等本人に利用者証を発行し、本人またはその介助者や介護者が運転する自動車を専用区画に駐車する際、利用者証をルームミラーにかけ、
専用区画に必要な方が必要なときに駐車場が利用できるようにする制度。全国32府県が導入、相互利用をしている。長野県は来年7月頃から導入。

 
久
保
田　

由
夫
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

 
原　

栄
一
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

真
田
氏
発
祥
の
郷

　
　

名
所
・
旧
跡
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ＶＲ上田城　コンピュータ上に人工的な環境を作り出し、あたかもそこにいるかのような感覚を体験できる技術（VR）により、400年前の上田城を観て・聴いて・知って・参加できるアプリ
ケーションのこと。

問　

こ
の
方
針
に
対
し
て
は

答
申
し
た
審
議
会
の
委
員
が

反
対
し
、
答
申
の
尊
重
を
求

め
る
と
い
う
極
め
て
異
例
の

事
態
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
進

め
て
い
い
の
か
。
懸
念
さ
れ

る
給
食
の
質
の
低
下
に
つ
い

て
前
教
育
長
は
「
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。」と
い
う
認
識
だ

っ
た
が
、
再
確
認
し
た
い
。

答　
（
小
林
教
育
長
）運
営
主

体
や
施
設
規
模
の
大
小
を
問

わ
ず
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
工

夫
を
重
ね
て
き
た
上
田
市
の

学
校
給
食
の
良
さ
を
維
持
、

向
上
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

問　

質
の
低
下
が
懸
念
さ
れ

る
４
点
に
つ
い
て
伺
う
。
①

３
コ
ー
ス
制
に
よ
る
献
立
の

制
約
は
な
い
か
。
②
手
作
り

の
た
め
の
設
備
整
備
や
職
員

の
宿
直
勤
務
が
必
要
で
は
な

い
か
。
③
地
場
産
物
の
活
用

は
図
ら
れ
る
の
か
。
④
野
菜

の
当
日
受
入
、
処
理
は
変
更

さ
れ
な
い
か
。

答　
（
中
村
教
育
次
長
）①
調

理
機
器
に
よ
る
献
立
の
制
約

を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る

よ
う
検
討
す
る
。
②
手
切
り

の
調
理
台
等
作
業
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
す
る
よ
う
検
討
す
る
。

宿
直
勤
務
の
必
要
性
は
、
調

理
内
容
や
食
材
の
検
収
体
制

な
ど
を
検
討
す
る
中
で
判
断

す
る
。
③
総
合
計
画
の　

％
４８

に
向
け
て
工
夫
を
検
討
す
る
。

④
前
日
に
納
品
さ
れ
た
野
菜

や
下
処
理
し
た
食
材
は
衛
生

管
理
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

り
、
今
後
判
断
す
る
。

問　

国
立
公
園
の
第
２
種
特

別
地
域
で
あ
る
四
阿
高
原
に

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。
市
の
対

応
は
ど
う
か
。

答　
（
峰
村
都
市
建
設
部
長
）

県
か
ら
申
請
書
に
対
す
る
意

見
の
照
会
通
知
を
受
理
し
た

際
は
、
地
元
自
治
会
、
近
隣

住
民
及
び
関
係
者
、
庁
内
の

関
係
部
局
の
意
見
を
集
約
し

て
意
見
書
を
提
出
す
る
。

学
校
給
食
運
営
方
針

問　

地
域
内
分
権
最
終
段
階

で
見
え
た
課
題
は
何
か
。

答　
（
片
岡
市
民
参
加
協
働

部
長
）
モ
デ
ル
地
域
で
は
想

定
を
上
回
る
進
捗
状
況
で
あ

る
が
、
全
市
的
と
な
る
と
地

域
差
が
生
じ
て
い
る
。

問　

ま
ち
づ
く
り
会
議
等
が

設
置
さ
れ
た
地
域
か
ら
わ
か

っ
た
課
題
は
何
か
。

答　
（
片
岡
市
民
参
加
協
働

部
長
）
ま
ち
づ
く
り
会
議
の

果
た
す
役
割
の
周
知
不
足
に

加
え
、
役
割
分
担
が
明
確
で

な
い
こ
と
か
ら
自
治
会
や
団

体
な
ど
か
ら
新
た
な
負
担
増

を
懸
念
す
る
声
も
あ
る
。

問　

地
域
担
当
職
員
の
地
域

性
や
市
民
協
働
に
関
す
る
配

慮
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

答　
（
宮
川
総
務
部
長
）住
民

の
主
体
性
や
自
立
性
に
任
せ

る
の
で
は
な
く
、
住
民
と
共

に
考
え
、
行
動
し
地
域
課
題

を
解
決
で
き
る
職
員
像
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
本
人
の
希

望
と
合
わ
せ
適
任
と
思
わ
れ

る
職
員
を
任
用
し
て
い
る
。

問　

地
域
内
分
権
事
業
で
地

域
の
公
平
性
や
議
会
の
関
与

を
ど
う
考
え
る
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）想
定
す
る

事
業
は
、
安
心
安
全
な
住
民

生
活
や
、
地
域
資
源
を
生
か

し
た
地
域
づ
く
り
の
事
業
と
、

住
民
自
治
組
織
の
維
持
運
営

に
係
る
事
業
等
で
、
地
域
の

実
情
や
規
模
に
配
慮
し
た
配

分
ル
ー
ル
を
組
み
立
て
、
公

平
性
の
あ
る
交
付
金
制
度
と

し
た
い
。
議
会
の
関
与
に
つ

い
て
は
、
使
途
の
決
定
を
地

域
裁
量
に
委
ね
る
要
素
も
含

ん
で
い
る
。

問　

真
田
、
武
石
地
域
を
含

め
て
全
市
域
を
都
市
計
画
区

域
と
す
る
計
画
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

答　
（
母
袋
市
長
）地
域
の
成

り
立
ち
や
特
徴
を
十
分
に
生

か
す
こ
と
も
大
切
で
、
都
市

計
画
制
度
を
含
め
多
角
的
に

慎
重
に
検
討
し
た
い
。

地
域
内
分
権
と　
　

　
　
　

市
民
協
働

問　

市
税
等
の
納
付
方
法
の

一
つ
と
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
払
い
の
導
入
は
ど
う
か
。

答　
（
小
野
塚
財
政
部
長
）現

金
が
な
く
て
も
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
一
括
払
い
、

分
割
払
い
な
ど
支
払
い
方
法

が
選
択
で
き
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
今
ま
で
に
な
い
納
付

環
境
が
整
備
さ
れ
、
利
用
者

の
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
初

期
費
用
と
し
て
シ
ス
テ
ム
変

更
な
ど
の
多
額
な
費
用
が
か

か
り
、
導
入
後
の
経
常
経
費

に
つ
い
て
も
一
定
の
経
費
が

必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
導
入

を
見
送
っ
た
経
過
が
あ
る
。

問　

上
田
市
で　

放
送
を
設

FM

立
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費

は
い
く
ら
に
な
る
か
。

答　
（
宮
川
総
務
部
長
）初
期

費
用
が
8
0
0
0
万
円
か
ら

１
億
円
と
の
計
算
、
試
算
が

出
て
い
る
。た
だ
し
、こ
れ
は

鉄
塔
等
の
設
置
環
境
、
ま
た

管
理
道
路
、
取
り
つ
け
道
路

等
々
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
が
あ

る
。
運
営
経
費
に
つ
い
て
は

年
間
4
0
0
0
万
円
と
い
う

試
算
で
あ
っ
た
。
市
と
し
て

は
、
市
内
全
域
を
放
送
エ
リ

ア
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

こ
と
に
加
え
、
こ
れ
ら
の
試

算
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
初

期
費
用
及
び
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
の
財
源
確
保
が
課
題
で

あ
り
、
ま
た
市
が
放
送
業
者

と
な
れ
ず
、
第
三
セ
ク
タ
ー

な
ど
の
事
業
者
や
出
資
者
を

募
る
等
々
の
課
題
が
あ
り
、

設
立
を
見
送
っ
た
経
過
が
あ

る
。

問　
　

上
田
城
と
無
料　

の

VR

WiFi

利
用
状
況
は
ど
う
か
。

答　
（
中
村
教
育
次
長
）こ
れ

ま
で
に　

上
田
城
と
無
料　

VR

WiFi

の
利
用
状
況
に
関
し
て
は
2

万
9
0
0
0
人
、
無
料　

に
WiFi

関
し
て
は
1
万
1
0
0
0
人

ほ
ど
で
あ
っ
た
。
な
お
、
今

後
情
報
収
集
に
つ
い
て
は
課

題
と
し
て
い
き
た
い
。

納
税
等

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　
FM

観
光
客
受
け
入
れ

 
林　

和
明
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
古
市　

順
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

国
立
公
園
で
の　
　
　

　
　
　
　

太
陽
光
発
電

 
佐
藤　

清
正
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

上
田
市
都
市
計
画
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プログラミング教育　プログラミングとはコンピューターソフトウェアを使って仕事に必要な計算をすること、また、芸術表現にもなるような作品を作ることであり、論理思考や問題について
考え抜く力が必須であることから、子どもたちの基礎学力を養うために活用するもの。

問　

教
育
委
員
会
組
織
は
、

肥
大
化
し
て
い
る
が
教
育
長

の
見
解
は
ど
う
か
。

答　
（
小
林
教
育
長
）現
在
職

員
数
は　

人
を
超
え
、
所
属

６００

長
も　

人
以
上
で
あ
る
。
今

２０

後
、
ふ
え
続
け
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
対
応
で
き
る
か
、

検
討
が
必
要
な
時
期
に
来
て

い
る
。

問　

国
の
法
律
改
正
や
動
向

を
踏
ま
え
、
長
野
市
等
と
比

較
し
て
組
織
改
正
が
遅
れ
て

い
る
理
由
は
何
か
。

答　
（
小
林
教
育
長
）経
過
を

考
察
し
、
そ
の
時
々
の
教
育

行
政
の
課
題
に
対
応
す
る
組

織
の
あ
り
方
を
慎
重
に
検
討

し
進
め
て
い
る
。

問　

組
織
改
正
は
教
育
委
員

会
主
導
で
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　
（
小
林
教
育
長
）複
雑
困

難
化
す
る
現
状
と
市
民
の
期

待
を
踏
ま
え
、
新
た
な
時
代

に
向
け
た
効
果
的
な
教
育
行

政
を
推
進
す
る
必
要
な
組
織

を
自
ら
検
討
し
た
い
。

問　

組
織
改
正
を
実
施
す
る

手
法
は
ど
う
か
。
２
部
制
の

検
討
は
行
う
の
か
。

答　
（
中
村
教
育
次
長
）内
容

に
よ
っ
て
は
一
度
で
な
く
段

階
を
踏
ん
で
行
う
こ
と
も
あ

り
得
る
。
ま
た
、
２
部
制
の

検
討
も
し
て
い
き
た
い
。

問　

団
体
や
市
民
の
声
を
聞

く
考
え
は
ど
う
か
。

答　
（
中
村
教
育
次
長
）組
織

改
正
を
行
う
場
合
に
は
、
丁

寧
な
説
明
を
行
い
、
必
要
に

応
じ
て
ご
意
見
を
伺
い
理
解

を
得
て
い
き
た
い
。

問　

市
長
は
組
織
改
正
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
考
え
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）文
化
行
政

は
、
市
長
部
局
に
一
元
化
す

る
必
要
が
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ

振
興
行
政
も
含
め
関
連
す
る

団
体
な
ど
の
役
割
も
考
慮
し
、

総
合
教
育
会
議
で
オ
ー
プ
ン

な
協
議
を
重
ね
な
が
ら
可
能

な
と
こ
ろ
か
ら
組
織
の
見
直

し
を
進
め
、
将
来
を
見
据
え

た
来
春
の
改
正
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

市
教
育
委
員
会
の

  　
　
　

組
織
改
正

問　

市
の
公
共
の
温
泉
施
設
、

温
水
プ
ー
ル　

施
設
で
使
用

１１

し
て
い
る
化
石
燃
料
の
平
成

　

年
度
の
総
量
・
総
費
用
は

２７幾
ら
か
。

答　
（
保
科
農
林
部
長
）灯
油

が
約　

㎘
、
重
油
が
約　

㎘
、

９３０

５４０

　

ガ
ス
が
１
万
３
２
０
０
㎥

LPで
、
総
費
用
約
８
２
４
０
万

円
で
あ
る
。

問　

岡
山
県
真
庭
市
の
よ
う

に
、
市
が
公
設
民
営
の
チ
ッ

プ
工
場
を
つ
く
り
、
山
の
中

に
放
置
さ
れ
て
き
た
間
伐
材

や
森
林
整
備
で
発
生
す
る
端

材
や
剪
定
枝
、
ま
た
、
有
料

袋
に
入
れ
て
燃
や
し
て
い
る

草
も
チ
ッ
プ
工
場
で
燃
料
用

チ
ッ
プ
へ
の
加
工
を
行
い
、

市
の
温
泉
施
設
や
温
水
プ
ー

ル
施
設
の
更
新
時
に
チ
ッ
プ

ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
て
、
チ

ッ
プ
を
市
の
施
設
に
供
給
す

る
、
上
田
地
域
の
森
林
資
源

を
使
っ
た
チ
ッ
プ
を
燃
料
と

す
る
よ
う
な
、
地
域
内
で
お

金
を
循
環
さ
せ
る
所
得
と
雇

用
を
生
み
出
す
里
山
資
本
主

義
に
基
づ
く
施
設
経
営
に
対

す
る
見
解
は
。

答　
（
保
科
農
林
部
長
）農
林

水
産
大
臣
は
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
活
用
促
進
や
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
と
の
検
討
を
本

格
化
さ
せ
る
方
針
を
示
し
た
。

市
も
約　

％
を
森
林
が
占
め

７０

る
事
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
と
森
林
整
備
の
両

立
、
雇
用
が
生
ま
れ
る
里
山

資
本
主
義
の
地
域
づ
く
り
に

近
づ
け
る
可
能
性
も
あ
り
、

国
の
動
向
を
注
視
す
る
。

問　

早
期
に
武
石
総
合
セ
ン

タ
ー
を
整
備
す
る
考
え
は
。

答　
（
母
袋
市
長
）合
併
特
例

債
、
公
共
施
設
最
適
化
事
業

債
、
持
ち
寄
り
基
金
の
活
用

に
つ
い
て
検
討
し
、
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
へ
と
発
展
し

得
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
施

設
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

本会議を傍聴されたみなさんの声　

～ご感想・ご意見をいただきました～傍聴者
の声 ○　答弁者の礼は最初と最後のみで良いと思う。同一答弁者がそのたびに行

うのは時間の無駄だと思う（60代　男性）

○　答弁者は何度も自席に行き来せずに答弁したほうが、時間を有効に使え
るのではないか。（30代　女性）

○　答弁者に市政運営の熱意が感じられない。（女性）

○　大規模給食センターは建設ありきの議論のようです。なぜ審議会の答申
に反するかの説明が不足しています。（60代　女性）

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の

　
　
　
　
　
　

使
用

（続き）

 
宮
下　

省
二
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

 
西
沢　

逸
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

武
石
地
域
総
合
セ
ン

　
　
　

タ
ー
の
整
備
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下水道管更生工事　腐食等老朽化した下水道管を掘り起こさずに直す工事。　　
ＡＬＴ　外国語指導助手。
地方消費者行政推進交付金　地方公共団体が行う消費者の安全・安心確保に向けた取り組みを安定的に支援するため国から交付されるお金。

問　

毎
年
、
捕
獲
量
が
増
加

す
る
中
、
共
同
埋
設
は
新
た

な
共
同
埋
設
場
所
の
確
保
が

想
定
さ
れ
、
長
期
間
の
自
己

埋
設
に
も
限
界
が
あ
り
、
埋

設
以
外
の
処
分
方
法
を
検
討

し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、

武
石
地
域
で
捕
獲
さ
れ
た
ニ

ホ
ン
ジ
カ
を
小
諸
市
の
ペ
ッ

ト
フ
ー
ド
事
業
で
処
理
す
る

場
合
、
当
該
事
業
で
上
田
市

が
負
担
す
る
設
備
や
費
用
は

ど
う
か
。
今
後
の
小
諸
市
と

の
協
議
に
つ
い
て
ど
う
か
。

答　
（
保
科
農
林
部
長
）小
諸

市
内
で
捕
獲
さ
れ
る
ニ
ホ
ン

ジ
カ
は
年
間
約　

頭
で
、
事

２００

業
を
行
う
に
は
年
間　

頭
以

７００

上
捕
獲
実
績
が
あ
る
武
石
地

域
を
回
収
拠
点
と
し
た
い
と

の
こ
と
。
個
体
を
保
管
す
る

冷
蔵
コ
ン
テ
ナ
の
設
置
及
び

維
持
管
理
や
毛
皮
・
内
臓
等

の
処
理
費
用
は
上
田
市
負
担

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
今
後
、

負
担
す
る
経
費
が
適
切
か
ど

う
か
、
将
来
、
上
田
地
域
定

住
自
立
圏
に
ジ
ビ
エ
等
の
加

工
施
設
稼
働
も
想
定
し
、
総

合
的
に
検
討
し
判
断
し
て
い

く
。

問　

移
動
式
解
体
処
理
車
は

一
次
処
理
を
行
う
設
備
で
、

食
肉
の
加
工
、
包
装
な
ど
に

は
二
次
処
理
施
設
が
必
要
と

な
る
が
、
捕
獲
鳥
獣
の
迅
速

な
処
理
に
よ
り
品
質
の
高
い

鹿
肉
の
生
産
が
可
能
に
な
る

と
の
こ
と
だ
が
、
二
次
処
理

施
設
整
備
に
向
け
て
地
域
住

民
の
理
解
を
得
る
た
め
に
は
、

さ
ら
に
市
の
積
極
的
な
取
り

組
み
が
必
要
と
考
え
る
。
市

の
見
解
は
ど
う
か
。

答　
（
保
科
農
林
部
長
）二
次

処
理
施
設
整
備
は
地
域
資
源

の
有
効
利
用
と
捕
獲
拡
大
に

つ
な
が
り
、
持
続
可
能
な
循

環
サ
イ
ク
ル
が
生
ま
れ
る
。

今
後
も
住
民
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
得
て
自
発
的
な
取
り

組
み
に
期
待
し
、
ジ
ビ
エ
振

興
が
地
域
振
興
策
に
つ
な
が

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
A
E
D

問　

制
度
発
足
時
の
返
礼
品

の
考
え
方
は
ど
う
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

平
成　

年
度
末
か
ら
、
感
謝

２０

の
意
を
表
し
た
い
と
上
田
市

関
連
グ
ッ
ズ
や
市
施
設
の
共

通
入
場
券
を
送
っ
て
来
た
。

問　

返
礼
品
の　

の
内
容
を

HP

新
し
く
し
た
が
、
申
し
込
み

の
傾
向
は
ど
う
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

９
月
１
日
か
ら
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
活
用
が
可
能
に
な
っ

た
こ
と
に
加
え
、
季
節
限
定

の
果
物
な
ど
返
礼
品
を
充
実

し
た
こ
と
か
ら
、
１
週
間
で

昨
年
度
１
年
間
の
件
数
を
超

え
る　

件
の
申
し
込
み
を
い

６１２

た
だ
い
た
。

問　

返
礼
品
に
、
農
民
美
術

品
や
花
き
・
野
菜
等
の
特
産

品
の
発
掘
が
必
要
と
思
う
が
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

提
供
事
業
者
の
意
向
も
あ
る

が
、
さ
ら
に
充
実
に
努
め
る
。

問　

大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」

成
功
の
要
因
は
な
に
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

ド
ラ
マ
が
お
も
し
ろ
い
こ
と

も
あ
る
が
、
個
人
旅
行
客
が

多
い
こ
と
、
マ
ス
コ
ミ
等
で

も
多
数
取
り
上
げ
ら
れ
、
上

田
市
の
史
跡
が
紹
介
さ
れ
た

こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

問　

観
光
客
や
市
民
の
評
価

は
。

答　
（
倉
島
商
工
観
光
部
長
）

大
型
バ
ス
駐
車
場
が
で
き
た

た
め
、
祝
町
通
り
の
渋
滞
が

緩
和
さ
れ
た
と
の
声
、
一
方
、

他
の
駐
車
場
へ
の
誘
導
に
対

す
る
苦
情
が
あ
っ
た
。
真
田

地
域
で
は
、
観
光
ガ
イ
ド
の

丁
寧
な
説
明
が
好
評
だ
っ
た
。

問　

今
後
の
観
光
戦
略
は
。

答　
（
倉
島
商
工
観
光
部
長
）

　

月
の
や
き
と
リ
ン
ピ
ッ
ク

１０や　

月
の
上
田
城
紅
葉
ま
つ

１１
り
、
鹿
教
湯
温
泉
の
秋
祭
り
、

真
田
や
武
石
の
新
そ
ば
祭
り

が
あ
り
、
上
田
市
の
知
名
度

ア
ッ
プ
を
生
か
す
と
と
も
に
、

「
来
て
・
見
て
・
学
ん
で
・
楽

し
さ
満
載
」
の
上
田
市
を
さ

ら
に　

し
た
い
。

PR

ふ
る
さ
と
納
税

問　

４
年
前
本
館
な
ど
２
棟

が
焼
失
、
そ
の
後
残
っ
た
１

棟
と
仮
設
校
舎
で
子
ど
も
た

ち
は
勉
強
を
し
て
い
る
。
特

に
問
題
な
の
は
理
科
室
と
調

理
室
が
共
用
で
あ
る
た
め
、

危
険
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
改
修
は
で
き
な
い
の
か
。

答　
（
小
林
教
育
長
）浦
里
小

学
校
の
火
災
に
よ
る
校
舎
の

焼
失
は
、
本
当
に
悲
し
い
出

来
事
で
あ
る
。
火
災
直
後
か

ら
学
校
関
係
者
、　

の
皆
様

PTA

を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
様
の

大
き
な
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
児
童
た
ち
が
安

心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
復
旧
に
努
め
て
き
た
。

理
科
室
と
調
理
室
の
共
用
に

つ
い
て
は
、
理
科
の
授
業
の

と
き
に
は
、
調
理
室
の
机
の

上
に
ス
テ
ン
レ
ス
の
ふ
た
を

し
、
理
科
の
授
業
に
必
要
な

薬
品
、
器
具
な
ど
は
別
の
場

所
に
保
管
し
て
授
業
の
都
度

運
搬
し
て
対
応
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
理
科
室
と

調
理
室
の
共
用
は
、
児
童
、

先
生
の
手
を
煩
わ
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
子
ど

も
た
ち
の
学
習
環
境
の
整
備

に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

問　

教
育
長
の
答
弁
は
何
と

か
都
合
し
て
や
っ
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
万
が
一
事
故

が
あ
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
。

４
つ
の
自
治
会
長
か
ら
は
小

規
模
校
の
軽
視
だ
と
の
声
が

出
て
い
る
が
。

答　
（
小
林
教
育
長
）地
域
の

皆
様
が
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
、

浦
里
小
学
校
に
ご
支
援
を
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
る
。
改
修
に

つ
い
て
は
、
予
算
や
財
源
の

問
題
は
あ
る
が
、
よ
り
良
い

学
習
環
境
を
つ
く
る
た
め
、

施
設
の
改
修
を
含
め
、
適
切

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
。

浦
里
小
学
校
の
改
修

有
害
鳥
獣
駆
除
に　

お
け
る
個
体
の
処
理

 
西
沢　

逸
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
小
坂
井　

二
郎
議
員
（
上
田
新
風
会
）

一
般
質
問

 
井
沢　

信
章
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
松
尾　

卓
議
員
（
公
明
党
）

一
般
質
問

大
河
ド
ラ
マ
真
田
丸
と

　

今
後
の
観
光
戦
略　
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問　

民
生
児
童
委
員
へ
の
個

人
情
報
提
供
方
針
は
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）提
供

す
る
個
人
情
報
は
民
生
児
童

委
員
活
動
に
必
要
な
範
囲
内

で
あ
る
が
、
上
田
市
個
人
情

報
保
護
の
例
外
規
定
で
は
、

そ
の
他
実
施
機
関
が
審
査
会

で
公
益
上
特
に
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
に
は
個
人
情

報
を
提
供
で
き
る
と
定
め
て

お
り
、
本
人
同
意
が
原
則
だ

が
必
要
に
応
じ
て
適
用
に
つ

い
て
も
対
応
し
た
い
。

問　

民
生
児
童
委
員
活
動
を

支
援
す
る
新
た
な
組
織
の
創

設
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）支
援

の
強
化
で
は
非
常
勤
特
別
職

の
福
祉
委
員
を
新
た
に
設
置
、

民
生
児
童
委
員
と
兼
務
す
る

予
算
を
本
会
議
に
提
案
し
た
。

ま
た
民
生
委
員
を
2
名
増
員
、

昨
年
度
は
単
位
協
議
会
ご
と

に
地
元
の
自
治
会
長
と
民
生

児
童
委
員
と
の
懇
談
会
を
開

催
し
て
、
民
生
児
童
委
員
が

活
動
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
た
め
の
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
る
。
新
た
な
支
援
組

織
設
立
は
民
生
児
童
委
員
や

民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
お

考
え
も
お
聞
き
す
る
中
で
研

究
し
た
い
。

問　

災
害
時
住
民
支
え
合
い

マ
ッ
プ
の
更
新
促
進
と
活
用

充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）要
援

護
者
登
録
制
度
に
基
づ
く
協

定
を
締
結
し
て
い
る
自
治
会

は
、
原
則
年
１
回
の
更
新
で

各
自
治
会
の
申
し
出
に
よ
り

更
新
作
業
を
進
め
て
い
る
。

今
ま
で
紙
ベ
ー
ス
の
要
援
護

者
登
録
名
簿
を
デ
ー
タ
の
電

子
化
を
推
進
し
、
来
年
度
を

目
途
に
各
名
簿
情
報
の
更
新

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
デ
ー

タ
提
供
の
効
率
化
の
準
備
を

進
め
る
。
ま
た
自
治
会
長
、

民
生
児
童
委
員
に
も
提
供
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

個
人
情
報
運
用
方
針
と

市
民
協
働
支
援
体
制
の

　
　
　
　
　
　

強
化

問　

一
般
会
計
・
特
別
会
計

の
決
算
を
ど
う
来
年
度
予
算

へ
反
映
す
る
か
。

答　
（
小
野
塚
財
政
部
長
）市

債
残
高
の
減
少
や
基
金
の
有

効
活
用
で
事
業
の
推
進
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。
一
般
財

源
の
確
保
に
努
め
、
よ
り
詳

細
な
決
算
分
析
を
進
め
、
課

題
を
整
理
し
実
行
可
能
な
項

目
か
ら
反
映
し
て
い
く
。

問　

公
営
企
業
会
計
中
、
産

婦
人
科
病
院
と
水
道
３
会
計

の
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
少
子
化
等
に
よ
る

影
響
で
安
定
的
な
分
娩
数
の

増
加
や
医
業
収
益
の
増
収
の

見
込
み
が
難
し
い
面
が
あ
る

が
、
経
営
方
針
、
経
営
状
況

を
明
確
に
し
、
経
費
の
適
正

化
を
図
る
と
と
も
に
他
会
計

補
助
金
も
適
正
な
繰
り
入
れ

を
す
る
。

答　
（
宮
澤
上
下
水
道
局
長
）

施
設
の
効
率
的
な
運
用
を
図

る
と
と
も
に
更
新
事
業
や
維

持
管
理
費
の
節
減
に
努
め
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
４
年

間
の
財
政
推
計
を
し
た
と
こ

ろ
、
３
会
計
で
７
億
５
千
万

円
余
の
純
利
益
を
確
保
で
き

る
見
通
し
で
、
上
下
水
道
審

議
会
で
４
年
間
の
料
金
を
据

え
置
く
諮
問
を
し
た
。

問　

平
成　

年
度
か
ら
導
入

２９

さ
れ
る
新
地
方
公
会
計
制
度

に
よ
り
、
ど
う
財
政
の
見
え

る
化
に
取
り
組
む
か
。

答　
（
小
野
塚
財
政
部
長
）多

角
的
な
経
営
分
析
が
可
能
に

な
る
。
受
益
と
負
担
の
あ
り

方
の
見
直
し
や
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
活
用
に
も

取
り
組
む
。

問　

現
状
の
把
握
や
啓
発
活

動
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

答　
（
片
岡
市
民
参
加
協
働

部
長
）
偏
見
や
差
別
な
ど
の

人
権
問
題
と
し
て
捉
え
、
理

解
を
深
め
る
た
め
に
広
報
な

ど
で
啓
発
し
て
い
く
。

平
成　

年
度
の
決
算

２７

イクボス　職場でともに働く従業員や部下の仕事と生活の両立を考え、育児参加に理解のある経営者や上司のこと。　　　　
ワークライフバランス　仕事と生活の両立。
読書通帳　銀行ＡＴＭのような専用端末機に通帳を通すと、自分が読んだ本のタイトルや貸し出し日が記録されるもの。
セカンドブック事業　子供に読書習慣をつけるきっかけとするため、３歳児健診や小学校入学時などに、年齢にあった絵本を新たに渡すこと。

○　給食センターの関係を傍聴するために来ました。方針の細かい説明はな
く、「今ある現状の維持に努めます。」とだけの印象で、具体的な説明がある
までは市民として賛成はできない。すべて決まった後での「事後報告」では
困ります。子どもたちの食の問題は、子を持つ親にとって最大の関心事です
ので、逐一の報告を求めます。（40代　女性）

○　四方山に囲まれた上田市の森林整備、里山整備への積極的な取り組みを望みます。市の方針が聞け
た傍聴でした。（60代）

○　自分の言葉での討議に期待します。（70代　男性）

傍聴者
の声
（続き）

本会議を傍聴されたみなさんの声　

～ご感想・ご意見をいただきました～

 
池
上　

喜
美
子
議
員
（
公
明
党
）

一
般
質
問

性
同
一
性
障
害
や
L
G

B
T（
性
的
少
数
者
）の

　
　
　
　
　
　

支
援

 
松
山　

賢
太
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問
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ＭＣＩスクリーニング検査　 血液中のタンパク質の量や濃度の変化により、統計的手法で認知機能障害への程度を推定するもの。

問　

将
来
を
担
う
若
者
が
上

田
市
に
集
い
、
い
き
い
き
と

生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
は

大
変
重
要
で
あ
る
。
学
園
都

市
を
目
指
す
上
田
市
と
し
て

ど
う
考
え
る
か
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
の「
学
術
研
究
都
市
」

と
し
て
、
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
関
連
の
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

や
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
並
び
に
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
な

ど
と
、
こ
の
た
び
の
東
信
州

次
世
代
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
構

想
と
、
ど
う
関
連
づ
け
、
そ

し
て
人
材
を
育
成
し
、
地
元

企
業
に
送
り
込
む
と
い
う
受

け
皿
づ
く
り
は
ど
う
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

上
田
市
に
は
４
大
学
を
は
じ

め
、
各
種
専
門
学
校
、
短
期

大
学
な
ど
高
等
教
育
機
関
が

集
積
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

「
知
の
拠
点
」と
し
て
大
学
等

が
持
つ
専
門
性
や
学
生
の
発

想
力
な
ど
を
生
か
し
、
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
や
産
業
振

興
な
ど
、
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
協
働
で
進
め
て
い
く

こ
と
を「
学
園
都
市
づ
く
り
」

の
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
上
田
で
学
ぶ
学

生
が
、
上
田
で
就
職
し
社
会

人
と
し
て
活
躍
す
る
願
い
を

込
め
て
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
東
信

州
次
世
代
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
充
実
し
、

さ
ら
に
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
で
は
、
広

域
エ
リ
ア
で
の
製
造
業
の
人

事
総
務
担
当
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
組
織
し
、
地
元
企
業
の
人

材
確
保
の
た
め
、
大
学
等
の

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
や
担
当

職
員
と
の
情
報
交
換
な
ど
を

持
っ
て
お
り
、
東
信
州
エ
リ

ア
の
取
り
組
み
を
拡
大
し
大

学
等
へ
の
地
元
企
業
の　

、
PR

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
充
実
、

共
同
研
究
の
促
進
、
地
域
企

業
人
に
よ
る
学
生
向
け
の
も

の
づ
く
り
講
座
な
ど
、
学
生

の
地
元
企
業
へ
の
就
職
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
資
源
循
環
型
施
設
建
設
関

連
事
業
の
推
進

上
田
市
が
目
指
す　

　

学
園
都
市
づ
く
り

問　

低
収
入
の
人
ほ
ど
負
担

率
が
大
き
い
と
い
う
逆
進
性

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）国
の

示
す
基
準
よ
り
き
め
細
や
か

な
保
険
料
設
定
を
行
う
こ
と

で
、
一
定
程
度
緩
和
さ
れ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
生

活
支
援
型
訪
問
サ
ー
ビ
ス
を

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
て
実
施
す
る
と
し
て

い
た
が
、
状
況
は
ど
う
か
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託

し
て
行
う
生
活
支
援
型
訪
問

サ
ー
ビ
ス
は
、
本
年
４
月
か

ら
開
始
し
て
い
る
。
課
題
は
、

来
年
度
か
ら
の
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の

実
施
に
つ
い
て
は
、
事
業
者

登
録
や
国
保
連
へ
の
請
求
等

の
事
務
処
理
が
あ
る
。
ま
た
、

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
提
供
時

間
等
に
つ
い
て
は
、
モ
デ
ル

事
業
を
評
価
し
た
中
で
検
討

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問　

無
資
格
者
の
介
護
に
よ

る
質
の
低
下
へ
の
懸
念
に
つ

い
て
の
考
え
は
。
ま
た
、
事

故
の
責
任
の
所
在
へ
の
考
え

は
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）専
門

職
で
な
く
て
も
提
供
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
と
、
専
門
職
の
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
し
っ
か

り
と
区
分
し
た
上
で
、
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
図
ら

れ
る
よ
う
に
進
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。
事
故
の
責
任
に

つ
い
て
は
、
市
の
研
修
を
義

務
づ
け
、
身
体
的
介
護
は
禁

止
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
上

の
留
意
点
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
指
導
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
社
会
保
障
改
定
の
影
響

介
護
保
険
料

問　

認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
の
役
割
と
対
象
者
は
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）専
門

職
と
専
門
医
で
認
知
症
の
早

期
診
断
・
早
期
対
応
の
訪
問

活
動
を
行
う
。
対
象
者
は　
４０

歳
以
上
、
在
宅
で
生
活
を
し

認
知
症
の
診
断
を
受
け
て
い

な
い
方
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

結
び
つ
け
て
い
な
い
方
、
家

族
が
対
応
に
苦
慮
し
て
る
方

で
あ
る
。

問　

市
と
し
て　

の
ス
ク
リ

MCI

ー
ニ
ン
グ
検
査
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）　

は
MCI

認
知
症
と
は
診
断
さ
れ
ず
、

健
常
者
と
認
知
症
の
中
間
的

状
態
で
あ
る
。　

と
診
断
さ

MCI

れ
た
半
数
以
上
が
そ
の
後
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
認
知
症
ヘ
進

行
す
る
と
い
わ
れ
る
。
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
は
、
血
液

で　

を
発
見
す
る
も
の
で
市

MCI
内
に
は
ま
だ
導
入
医
療
機
関

は
な
い
が
、
予
防
の
観
点
か

ら
市
と
し
て
注
目
し
て
い
る
。

問　
　

の
理
解
を
深
め
る
取

MCI

り
組
み
を
し
た
ら
ど
う
か
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）　

の
MCI

段
階
で
発
見
し
、
進
行
し
な

い
よ
う
予
防
す
る
事
が
大
切

で
あ
り
、
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
講
演
会
な
ど
機
会

を
捉
え
、
認
知
症
の
広
報
に

あ
わ
せ
て　

に
係
る
啓
発
を

MCI

実
施
し
た
い
。

問　

認
知
症
の
方
が
安
心
し

て
暮
ら
し
、
認
知
症
の
早
期

発
見
、
治
療
の
対
応
を
目
指

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）高
齢
化
の

進
行
で
認
知
症
や
予
備
軍
の

方
は
ふ
え
続
け
る
と
予
想
さ

れ
る
。
認
知
症
の
早
期
発
見
、

初
期
集
中
支
援
、
若
年
性
認

知
症
対
策
、　

対
策
等
こ
れ

MCI

ま
で
以
上
に
、
積
極
的
に
進

め
る
よ
う
担
当
部
に
指
示
を

出
し
て
い
く
。

認
知
症
と　
　
　

MCI

（
軽
度
認
知
障
が
い
）

　
　

対
策
・
予
防

介
護
予
防
・
日
常
生
活

　
　

支
援
総
合
事
業

 
成
瀬　
 
拓
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

 
金
沢　

広
美
議
員
（
公
明
党
）

一
般
質
問

 
西
沢　

逸
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
安
藤　

友
博
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問
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確率降水量　ある現象が平均的に何年に1回起こるかを表した値を「再現期間」もしくは「確率年」といい、ある再現期間に1回起こると考えられる降水量を「確率降水量」という。

9月定例会　請願・陳情の審査結果
請願

審査結果提　出　者件　名

不採択
東信医療生活協同組合
理事長　西澤弘行　氏
（紹介議員　古市順子議員）

介護保険の改善に関する請願

　　皆さんの要望を市議会に請願・陳情できます。

　市議会では、皆さんの要望などを請願や陳情という形で受け付けています。
　提出された請願や陳情は内容を審査し、採択か不採択を決定します。

■請願について
請願は、所管する常任委員会に付託して審査を行います。その結果をもとに、本会議で結論（議決）
を出します。請願は、請願を紹介する議員が必要です。

■陳情について
陳情は、紹介議員は必要ありません。一部を除き、受理された場合は所管する常任委員会に付託して
審査を行いますが、本会議での議決は行わず、委員会の審査結果を本会議で報告します。

■請願・陳情の記載要件
・日本語を用いること
・次のことが記載されていること
趣旨、提出年月日、住所及び氏名（※法人の場合はその名称及び代表者の氏名）、請願・陳情者の押印、
紹介議員の署名または記名・押印（※請願の場合）

■請願・陳情の趣旨説明
　請願・陳情の趣旨を明確にするために、提出者の希望によりその趣旨を説明する機会を設けています。
　詳細は議会事務局にお問い合わせください。

次回の12月定例会で審議・審査する請願・陳情の提出期限は11月29日（火）の午後3時です。

陳情
審査結果提　出　者件　名

採　択
上田商工会議所
会頭　栁澤憲一郎　氏ほか５人

新潟薬科大学長野薬学部（上田キャンパス）の
設立に向けた陳情

継続審査川島一郎　氏
上田市施設である上田市交流文化芸術センタ
ー内ホールを使用している金剛山歌劇団上田
公演中止を求める陳情
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傍 聴
案 内

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
。

煙
ど
な
た
で
も
議
会
の
傍
聴
が
で
き
ま
す
。

煙
事
前
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

煙
手
続
き
は
、
市
役
所
本
庁
舎
５
階
の
議
会
事
務
局
で
受
付
を
し
て
傍
聴

券
を
受
け
取
る
だ
け
で
す
。
氏
名
等
を
ご
記
入
い
た
だ
く
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■　

月
定
例
会
会
期
日
程
（
予
定
）

１２

　
　

月　

日
（
月
）　

本
会
議
（
市
長
提
案
説
明
な
ど
）

１１

２８

　
　

月
５
日
（
月
）、
６
日
（
火
）、
７
日
（
水
）　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

１２

　
　

月
９
日
（
金
）、　

日
（
月
）　

各
常
任
委
員
会

１２

１２

　
　

月　

日
（
月
）　

本
会
議
（
委
員
長
報
告
・
採
決
な
ど
）

１２

１９

　

予
定
で
す
の
で
、
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
議
会
日
程
の
詳
細
は
上
田
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
議
会
事
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
、
確

認
の
う
え
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

　

お
問
い
合
わ
せ　

上
田
市

議
会
事
務
局
：
0
2
6
8

（　

）
0
4
5
2

22

傍聴席の様子（50席）

傍聴席の入り口

上田市議会のホームページをご覧ください！
　「議会を傍聴したいので詳しい日程が知りたい。」、
「議会が開会している時以外は、議員はどんな活動を
しているの？」というお問い合わせをいただくことがあ
ります。
　市議会のホームページには、議会日程や議会開会
時以外の予定（議会カレンダー）を掲載しています。
また、議員の活動については議員個人のホームペー
ジに掲載している議員もおり、そちらは名簿に掲載さ
れているアドレスからご覧いただくことができます。
　そのほかに、議会だよりや本会議の会議録なども
ご覧いただくことができます。情報満載の上田市議
会のホームページをぜひご覧ください。

～議会ホームページでは次の情報を見ることができます～

○定例会・臨時会の日程 ○意見書・決議 ○議会報告会
○市議会カレンダー

○市議会のあらまし ○議会傍聴のご案内 ○請願・陳情につ
いて

○議員名簿・各種委員会名簿 ○議長交際費 ○政務活動
費 ○委員会視察報告 ○会派視察報告

市議会情報

市議会のしくみ

会議録検索システムうえだ市議会だより

市議会議員

傍聴席からは議会の様子が間近に見られます。
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　上田市議会では、定例会など通常の議員活動のほか、
議員任意の団体で活動することもあります。

議
会
用
語
解
説

「
決
算
認
定
」

　

議
決
事
件
の
一
つ
で
あ
り
、
議
会
が
、
一
会
計
年
度
の

歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
の
実
績
で
あ
る
決
算
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
を
審
査
し
た
上
で
、
収
入
・
支
出
が
適
法
か
つ

正
当
に
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
を
い
い
ま

す
。
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
監
査
委
員
の
審
査
意
見
を

付
け
て
、
次
年
度
の
通
常
予
算
（
当
初
予
算
）
を
審
議
す

る
会
議
ま
で
に
、
決
算
を
議
会
の
認
定
に
付
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

予
算
は
、
当
該
会
計
年
度
の
歳
入
、
歳
出
に
つ
い
て
の

予
定
的
見
積
も
り
で
あ
る
た
め
、
執
行
段
階
に
お
い
て
は

当
初
の
予
測
そ
の
ま
ま
に
必
ず
し
も
執
行
運
営
さ
れ
て
い

く
も
の
と
は
い
え
ず
、
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
の
実
績
、

結
果
に
つ
い
て
、
改
め
て
議
会
に
監
視
の
機
会
を
与
え
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
運
営
の
適
正
を
期
す
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
決
算
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
議
会
と
し

て
法
令
、
条
例
、
規
則
等
関
係
法
規
に
対
す
る
適
合
関
係
、

計
数
的
正
誤
等
に
と
ど
ま
ら
ず
、
過
去
の
財
政
運
営
を
通

じ
て
問
題
点
を
発
見
し
、
将
来
の
財
政
運
営
に
こ
れ
を
反

映
さ
せ
る
と
い
っ
た
視
点
か
ら
も
確
認
を
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

「
人
事
案
件
」

　

地
方
公
共
団
体
の
長
が
、
議
会
の
同
意
を
得
て
選
任
し
、

ま
た
は
任
命
す
る
人
事
に
関
し
、
議
会
に
同
意
を
得
る
た

め
に
提
出
す
る
議
案
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例会会会会会会会会会会以以以以以以以以以以外外外外外外外外外外のののののののののの議議議議議議議議議議員員員員員員員員員員活活活活活活活活活活定例会以外の議員活動動動動動動動動動動動
美美美美美美美美美美ヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶ原原原原原原原原原原高高高高高高高高高高原原原原原原原原原原ののののののののののササササササササササササササササササササ刈刈刈刈刈刈刈刈刈刈りりりりりりりりりりにににににににににに参参参参参参参参参参美ヶ原高原のササ刈りに参加加加加加加加加加加加

レンゲツツジのまわりをササ刈り

　今回ご紹介するのは、森林・林業・林産業活性化議員
連盟としての活動で、美ヶ原高原ササ刈りへのボランテ
ィア参加です。森林・林業・林産業活性化議員連盟は、
議員の任意参加で作る団体で、研修会等を行っており、
その活動の一環として、美ヶ原高原で毎年行われている
ササ刈りボランティアに参加しています。美ヶ原高原で
は、近年ササが繁茂し、他の植物の生態系を脅かしてい
ることから、ボランティアや市職員などが参加し、レン
ゲツツジのまわりのササを取り除いています。
　今年も１０月２日（日）に行われ、森林・林業・林産業
活性化議員連盟に所属する１３名の議員が参加し、霧が立
ちこめる中、市民のボランティアと一緒に作業を行いま
した。

手鎌による作業

春にはレンゲツツジが緋色（ひいろ）に咲きます

議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会トトトトトトトトトトトトトトトトピピピピピピピピピピピピピピピピッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククククトピックススススススススススススススススス
①①①①①①①①①①①①①①①①①
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上
田
市
議
会
に
は
５
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
所
管
す
る
事
務
事
業
が
抱

え
る
課
題
に
関
し
て
、
他
自
治
体
の
先
進
的
な

取
り
組
み
等
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
行

政
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
上
半
期
に
行
っ
た
行
政
視
察
に
つ
い

て
以
下
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
は
上
田
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
実
施
日
：

 

平
成　

年
７
月　

日（
火
）～　

日（
木
）

２８

１２

１４

１　

愛
知
県
安
城
市

「
ア
グ
リ
ラ
イ
フ
支
援
事
業
に
つ
い
て
」

　

市
域
の
お
よ
そ
半
分
が
農
地
で
あ
る
安
城
市

は
、
ア
グ
リ
ラ
イ
フ
（「
農
」
の
あ
る
暮
ら
し
）

の
普
及
・
促
進
に
よ
る
優
良
農
地
の
保
全
等
を

図
る
た
め
「
安
城
ア
グ
リ
ラ
イ
フ
構
想
」
を
策

定
し
て
い
る
。
今
回
視
察
を
行
っ
た
「
安
城
市

ア
グ
リ
ラ
イ
フ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
、
構
想
を

総
合
的
に
推
進
す
る
拠
点
施
設
で
あ
り
、　

と
JA

共
同
し
て
実
習
農
園
を
活
用
し
た
「
野
菜
づ
く

り
入
門
コ
ー
ス
（
春
夏
・
秋
冬
野
菜
コ
ー
ス
）」

や
「
体
験
農
園
」
等
の
各
種
研
修
を
実
施
し
て

い
る
。

　

そ
の
他
に
も
、
地
元
の
農
林
高
校
と
交
流
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
上
田
市
で
も
、
農
業
に
適

し
た
土
地
が
多
く
あ
る
が
、
担
い
手
を
確
保
す

る
た
め
、
園
児
と
保
護
者
が
一
緒
に
農
業
体
験

を
行
う
等
の
農
業
を
は
じ
め
る
き
っ
か
け
と
な

る
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

２　
（
公
財
）浜
松
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機
構

「
浜
松
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機
構
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」

　

静
岡
県
浜
松
市
の
外
郭
団
体
で
あ
る（
公
財
）

浜
松
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機
構
は
、
今

年
度
か
ら
企
業
訪
問
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て

い
る
。
企
業
訪
問
で
は
、
年
間
１
０
０
０
社
以

上
の
訪
問
を
予
定
し
、
さ
ら
な
る
支
援
が
必
要

な
企
業
に
対
し
て
は
、
財
団
・
市
・
地
域
支
援

機
関
で
結
成
し
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
で
さ
ら
に
深

掘
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
年
間　

社
以

５０

上
の
訪
問
を
予
定
し
て
い
る
。
企
業
訪
問
で
得

た
情
報
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
大
企
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
や
中
小
企
業
同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ

に
つ
な
げ
て
い
る
。
浜
松
市
と
の
関
係
で
は
、

月
に
１
回
程
度
定
例
報
告
会
を
実
施
し
、
情
報

の
共
有
や
企
業
課
題
に
対
す
る
意
見
交
換
等
を

行
っ
て
い
る
。
上
田
市
で
も
企
業
訪
問
の
手
法

等
は
今
後
の
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

３　

岐
阜
県
高
山
市

「
海
外
戦
略
推
進
事
業
に
つ
い
て
」

　

外
国
人
観
光
客
の
誘
致
に
力
を
入
れ
、「
６

言
語
に
対
応
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
」、

「
誘
導
案
内
板
の
整
備
」、「　

言
語
に
対
応
し

１１

た
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
」
等
を
行
っ
て

い
る
。
平
成　

年
の
外
国
人
観
光
客
数
は
、
宿

２７

泊
者
ベ
ー
ス
で　

万
人
を
越
え
る
な
ど
、
成
果

３６

は
確
実
に
現
れ
て
い
る
。
高
山
市
が
外
国
人
観

光
客
の
誘
致
に
成
功
し
た
の
は
、
観
光
資
源
と

な
る
「
日
本
の
古
い
街
並
み
」
が
保
存
さ
れ
て

い
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
上
田
市
は
、
同
じ

こ
と
を
売
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
例
え
ば

「
自
然
、
温
泉
、
ワ
イ
ン
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
」
等
を
組
み
合
わ
せ
た
体
験
型
ツ
ア
ー
を
行

え
ば
、
工
夫
次
第
で
世
界
か
ら
大
き
な
注
目
を

集
め
る
の
で
は
な
い
か
。
民
間
業
者
と
も
連
携

を
図
り
な
が
ら
上
田
市
独
自
の
外
国
人
観
光
客

の
誘
致
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
。

常常常常常常常常常常
任任任任任任任任任任
委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会

常
任
委
員
会　

行行行行行行行行行行
政政政政政政政政政政
視視視視視視視視視視
察察察察察察察察察察
報報報報報報報報報報

行
政
視
察
報
告告告告告告告告告告告

■
実
施
日
：

 

平
成　

年
７
月　

日（
火
）～　

日（
木
）

２８

１９

２１

１　

秋
田
県
秋
田
市

「
秋
田
市
総
合
都
市
計
画
に
お
け
る
取
り
組
み
」

「
市
民
が
決
め
る
独
自
の
『
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
』」

　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
構
築
に
向
け
、
全
国

に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
町
合
併
な

ど
を
経
て
、
少
子
高
齢
化
な
ど
近
年
社
会
情
勢

も
急
激
に
変
化
が
進
み
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
が
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
に
至
っ
て
い
る
。

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
誘
導
す
る
た
め
、

行
政
に
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
魅

力
を
住
民
に
気
づ
か
せ
る
取
り
組
み
を
行
政
が

支
援
す
る
方
針
に
切
り
替
え
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
（
地
区
計
画
制

度
等
）
を
設
け
、
地
域
住
民
の
意
見
が
都
市
計

画
に
反
映
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
は
参
考
と
す

べ
き
点
で
、
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
る
住
民
の

声
を
都
市
計
画
に
反
映
す
る
こ
と
と
、
住
民
が

ま
ち
づ
く
り
を
自
身
の
問
題
と
捉
え
る
き
っ
か

け
と
な
る
点
が
非
常
に
効
果
の
あ
る
取
り
組
み

で
あ
る
。

２　

秋
田
県
横
手
市

「
地
域
づ
く
り
協
議
会
」

「『
地
域
づ
く
り
計
画
』・『
元
気
の
出
る
地
域

づ
く
り
事
業
』
の
概
要
」

　

旧
８
市
町
村
の
合
併
直
後
か
ら
地
区
会
議

（
小
学
校
単
位
）
を
設
置
し
、
住
民
が
地
域
づ
く

り
や
市
政
へ
参
画
・
協
働
す
る
基
本
的
な
取
り

岐阜県高山市での視察の様子
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組
み
を
行
っ
て
お
り
、
新
た
な
住
民
自
治
組
織

「
地
域
づ
く
り
協
議
会
」を
設
置
す
る
際
の
基
本

組
織
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
ソ
フ
ト
と
ハ

ー
ド
事
業
に
対
す
る
補
助
金
の
最
小
組
織
で
あ

る
地
区
会
議
へ
の
割
り
当
て
は
特
徴
的
で
あ
る
。

地
方
自
治
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
地
域
協
議

会
を
第
一
段
階
と
し
、
そ
の
検
証
に
よ
り
第
二

段
階
の
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
目
的
や
役
割
が

明
確
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
早
い
段
階
か
ら
明

確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る

一
方
、
住
民
意
見
を
取
り
入
れ
た
柔
軟
な
対
応

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
住
民
自
治

組
織
の
設
置
範
囲
や
役
割
、
予
算
を
行
政
側
が

あ
ら
か
じ
め
示
し
、
活
動
す
る
中
で
課
題
を
見

出
し
再
編
す
る
こ
と
も
、
地
域
住
民
に
と
っ
て

大
き
な
気
づ
き
や
啓
発
に
つ
な
が
る
。
組
織
の

運
営
の
中
心
的
な
人
材
の
育
成
は
共
通
の
課
題

で
あ
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
発
見
と
蓄
積
は
、
地
域

の
継
続
的
な
活
性
化
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。

３　

秋
田
県
能
代
市

「
消
防
団
員
確
保
の
取
り
組
み
」

「
能
代
市
少
年
消
防
団
」

　

消
防
団
員
確
保
の
た
め
、
機
能
別
団
員
制
度

の
導
入
や
消
防
団
員
確
保
推
進
員
に
よ
る
勧
誘

・
活
動
紹
介
・
入
団
希
望
者
の
情
報
提
供
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
消
防
団
に
対
し
積
極
的
に
協

力
し
て
い
る
事
業
所
を
認
定
す
る
消
防
団
協
力

事
業
所
表
示
制
度
や
消
防
団
員
を
雇
用
す
る
事

業
所
を
支
援
す
る
消
防
団
協
力
事
業
所
報
奨
金

制
度
を
導
入
し
、
消
防
団
員
確
保
の
た
め
の
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
少
年

消
防
団
を
設
置
し
て
少
年
期
か
ら
の
地
域
消
防

活
動
の
普
及
・
啓
発
と
将
来
の
人
材
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

■
実
施
日
：

 

平
成　

年
７
月　

日（
水
）～　

日（
金
）

２８

２０

２２

１　

群
馬
県
高
崎
市

「
高
齢
者
等
あ
ん
し
ん
見
守
り
シ
ス
テ
ム
事

業
及
び
は
い
か
い
高
齢
者
救
援
シ
ス
テ
ム
」

　

安
心
見
守
り
シ
ス
テ
ム
は
、　

歳
以
上
の
ひ

６５

と
り
暮
ら
し
や
高
齢
世
帯
等
に
対
し
、
緊
急
事

態
発
生
時
の
適
切
な
対
応
及
び
日
常
的
な
見
守

り
支
援
の
増
進
を
図
り
、
孤
独
死
を
防
止
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
ま

た
、
救
援
シ
ス
テ
ム
は
、
今
般
、
認
知
症
に
よ

り
徘
徊
す
る
高
齢
者
が
社
会
問
題
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
見
守
り
事
業
に
お
け
る
機
能
強

化
と
し
て
開
始
さ
れ
た
。
機
器
貸
与
者
の
同
意

を
前
提
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
警
察
署
に
所

在
不
明
高
齢
者
の
位
置
情
報
や
写
真
を
提
供
し

警
察
の
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
全
国
初
と
な

る
「
認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊
対
策
に
関
す
る
協

定
書
」
を
締
結

し
て
い
る
。

　

上
田
市
で
も
、

緊
急
連
絡
シ
ス

テ
ム
や
徘
徊
者

へ
の　

利
用
の

GPS

制
度
は
あ
る
が
、

通
報
体
制
等
、

利
用
者
視
点
で

改
善
・
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
る
。

２　

静
岡
県
富
士
宮
市

「
福
祉
総
合
相
談
支
援
体
制
」

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
児
童
福
祉
、　

、
所

DV

得
保
障
な
ど
の
重
層
的
な
課
題
を
抱
え
て
い
る

困
難
事
例
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成　

年
度
に

１８

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
基
盤
と
し
た
福
祉

総
合
相
談
窓
口
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
こ
の
窓
口

に
、
初
期
相
談
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
関
係
機
関

の
連
絡
調
整
の
機
能
を
持
た
せ
た
。
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
の
生
活
圏
域
９
カ
所
の
地
域
相
談
受
付

窓
口
で
あ
る
「
地
域
型
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
結
し
、
要
支
援
者
の

相
談
を
把
握
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
し

て
い
る
。

　

上
田
市
で
は
、
市
内　

カ
所
の
地
域
包
括
支

１０

援
セ
ン
タ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
保
健
師
、
社
会
福
祉

士
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
を
配
置
し
て
い
る

が
、
多
様
化
す
る
相
談
に
対
応
す
る
こ
と
は
困

難
だ
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
、
国
で
も
全
世
代

対
応
型
相
談
の
取
り
組
み
を
考
え
て
お
り
、
子

ど
も
の
貧
困
対
策
も
急
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

教
育
と
福
祉
を
連
携
さ
せ
る
取
り
組
み
な
ど
を

強
化
し
、
現
在
あ
る
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
、
上
田
市
版
の
総
合
相
談
支
援
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
が
急
務
だ
と
思
わ
れ
る
。

３　

石
川
県
加
賀
市

「
公
立
保
育
園
再
編
基
本
計
画
」

　

近
年
の
急
激
な
少
子
化
や
子
育
て
世
代
を
取

り
巻
く
社
会
環
境
の
変
化
、
保
護
者
ニ
ー
ズ
が

多
様
化
し
て
い
る
中
で
、
市
内
の
保
育
園
児
童

数
の
約
３
分
の
２
が
法
人
立
保
育
園
へ
入
園
す

る
一
方
で
、
各
地
域
の
公
立
保
育
園
は
小
規
模

化
し
、
子
ど
も
の
「
社
会
性
の
育
ち
」
を
担
保

す
る
集
団
保
育
の
実
施
が
難
し
く
な
っ
て
き
た

た
め
、
こ
れ
ら
の
保
育
の
課
題
に
対
応
し
、「
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
」
の
た
め
の
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
公
立
保
育

園
の
再
編
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。

　

上
田
市
で
も
少
子
化
の
進
行
が
見
込
ま
れ
る

中
で
、
市
内
全
域
の
保
育
園
に
つ
い
て
、
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
適

正
規
模
・
適
正
配
置
に
よ
る
統
廃
合
な
ど
、
必

要
な
整
備
等
を
実
施
す
る
際
に
は
、
関
係
部
署

と
の
連
携
は
も
と
よ
り
、
市
民
へ
の
丁
寧
な
説

明
と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
十
分
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
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生生生生生生生生生生
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秋田県秋田市での視察の様子

群馬県高崎市での視察の様子



編
集
後
記

　

本
年
の
上
田
市
に
と
っ
て

の
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
N

H
K
大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」

も
い
よ
い
よ
大
詰
め
を
迎
え

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
も
市
民
の
皆

様
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ

く
べ
く
今
回
で
第
六
回
目
と

な
る
「
議
会
報
告
会
」
を
開

催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
よ
り
常
任
委
員
会
と

な
っ
た
広
報
広
聴
委
員
会
と

し
て
初
め
て
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
従
来
行

っ
て
い
た
各
９
地
域
で
の
報

告
会
に
加
え
、
５
つ
の
常
任

員
会
で
の
車
座
集
会
も
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら

に
従
来
か
ら
意
見
が
あ
り
ま

し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
中
継
も
初
め
て
の
取
り
組

み
と
し
て
行
う
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。

　

今
回
皆
様
に
い
た
だ
い
た

貴
重
な
意
見
を
も
と
に
、
よ

り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し

て
広
報
広
聴
委
員
会
と
し
て

広
く
報
告
し
、
広
く
聴
く
活

動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。 

（
林 
和
明
）
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上田市議会では、多くの行政視察を受け入れています。
　上田市には議会運営をはじめ、行政全般に関する項目について、毎年多くの地方議会の皆さん
が視察に訪れています。　
　本年度は大河ドラマ「真田丸」放映や北陸新幹線金沢延伸の影響もあり、例年以上に多くの方々
が訪れています。８月末までに全国各地から５６団体、４７６人の方々が訪問され、上田市のすぐれた
施策や特色ある取り組みについて調査研究をされていきました。
　平成２８年度上半期に受け入れた行政視察の視察内容を主な分野ごとにご紹介します。

議会名視察内容（その他）

大阪府泉佐野市
下水道施設メタン精製

上水道施設小水力発電

青森県弘前市運賃低減バス

京都府京田辺市、八幡市、
木津川市交通政策

兵庫県姫路市サントミューゼ

佐賀県唐津市

議会名視察内容（健康づくり）

群馬県太田市健康づくりチャレンジ
ポイント制度 岩手県釜石市

宮城県気仙沼市健康づくり事業

沖縄県中城村

福岡県大野城市

議会名視察内容（教育）

福井県敦賀市情報ライブラリー

東京都足立区

愛知県半田市

福井県坂井市学校給食の地産地消

議会名視察内容（商工観光）

北海道千歳市産学官連携（AREC）

兵庫県伊丹市

兵庫県赤穂市

富山県南砺市

埼玉県行田市

大阪府岬町観光振興

宮城県白石市

鹿児島県霧島市

議会名視察内容（議会）

神奈川県央８市議会議長
連絡協議会
（相模原市、秦野市、厚木
市、大和市、伊勢原市、海
老名市、座間市、綾瀬市）

議会改革の取り組み

鹿児島県南さつま市議会報告会

富山県東部議長協議会
（魚津市、黒部市、入善町、
朝日町）

議会運営・議会改革

青森県三沢市議会基本条例

富山県射水市議員間討議、議員定数

福岡県新宮町議会の活性化

福島県会津坂下町

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククククククククククククククククククスススススススススススススススススススススススススススススス議会トピックス②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②議会トピックス議会トピックス②②

健康づくり事業について視察される議員の皆さん


